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新年にあたって

新年のご挨拶
JCCI  会頭
ITOCHU Singapore P te Ltd
President & CEO
佐々木　淳一

新年明けましておめでとうございます。

昨 年 シ ン ガ ポ ー ル 日 本 商 工 会 議 所 の 第 4 5 代

会頭を拝命し微力ながら、月例の理事会を開催

し 各 種 団 体 と の 面 談 、 国 会 議 員 、 政 府 関 係 者 、

地方自治体との交流会に他の理事の方々と共に

参加させて頂き、シンガポール及びASEANの現

状 に つ い て 日 本 企 業 の 動 向 、 直 面 す る 問 題 点

をお話しする機会を数多く頂きました。其の他に

も、ASEAN事務局長との対話(6月 マニラ)や経済

視察団(11月　上海、深セン、香港)の実施、又大

使館の主催するクールジャパン関連イベントにも

積極的に参加協賛して参りました。新たに進出さ

れた企業の開設行事と既進出企業の周年記念行

事にも招待され多くの企業の方とお会いする事が

出来ました。改めて会員企業の皆様と事務局スタッ

フの多大なるご支援に対し感謝申し上げます。

前任の秋山会頭からSBF(Singapore Business 

F e d e r a t i o n ) と S N E F ( S i n g a p o r e 　 N a t i o n a l 

Emp loye r s　Fede ra t i on )のCouc i l　Memberを

引き継ぎシンガポールの有力財界人との接点を

理事会、政府関係者とのラウンドテーブル、海外

からの訪問団との交流を通して持つ事が出来て

おります。特に雇用定年延長の動き、就労ビザ制

限問題、労働者不足問題等喫緊の課題について

は情報の共有化を図り、日本企業の状況を報告

して来ました。又、JCCIとしてEDB長官へ要望事

項を定期的に陳情して参ります。

さて今年はシンガポール建国50周年で有り又

A E C ( A S E A N 経 済 共 同 体 ) 発 足 の 年 で も 有 り ま

す。過去強力な政治リーダーの下、目覚ましい経

済発展を遂げて来たシンガポールが次の50年を

どの様に成長させて行くのか？産業の高度化の

実現とグローバルアジアハブとしての確立、活気

と多様な企業環境の確立、イノベーションの普及

更にはスマートエネルギー経済の推進等が戦略

として挙げられているが、今後人口高齢化が進む

中、現状の低い出生率を考えると人口白書に有る

様に外国人移民で補完し持続的な経済発展を目

指す事に成ると思います。 

AEC設立に関しては正直期待通りに進んで無

い点が多々有ります。非関税障壁の撤廃、基準・

規格の統一、通関手続きの円滑化、サービス自

由化の進展、熟練労働者の移動自由化、インフ

ラ開発等がポスト2015年に向けた課題です。引き

続きFJCCIAとASEAN事務総長との対話を通して

要望をぶつけて行きます。目下日本からASEAN

への直接投資額が大きく増えて行く中、我々日本

企業への期待が高まって来ております。会員企業

の皆様のご協力を仰ぎながらシンガポール及び

ASEAN地域での日本のプレゼンス向上、日本企

業の発展に少しでも貢献出来ればと思います。

又、JCC Iでは会員企業同士の交流や他国の

商工会との交流を手がけて参りましたが、今年度

も積極的に各種交流会を実施して行きたいと思い

ますのでご協力のほど宜しくお願い致します。

最後になりましたが、本年が会員皆様にとって

益々の発展の年に成る事を祈念して新年のご挨

拶とさせて頂きます。
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新年のご挨拶
シンガポール日本人会　会長
Mit sui  & Co.  (A sia Paci f ic)  P te.  Ltd .
Singapore Branch Manager　 
村上　雄二

JCCI会員の皆様、新年あけましておめでとうご

ざいます。

2014年もあっという間に駆け抜け新年を迎えま

した。アジアでは大国のインド・インドネシアで新

政権が誕生し、中国を含め、その行く末・経済発

展・回復状況を世界が興味深く見守っています。

中東・アフリカではイスラム国空爆、エボラ熱蔓延

など混沌とした状況下、ASEAN統合・TPP合意な

ど一層のグローバル化が進められようとしていま

す。

さ て 、 昨 年 も シ ン ガ ポ ー ル 日 本 人 社 会 の 皆 様

より、日本人会に対して格別なご厚情を賜り、厚く

御礼申し上げます。お蔭様で、日本人会の活動も

例年にも増して活発に行われました。グランド・チャ

ンピオンを受賞したチンゲイパレード、日本語スピーチ

コンテスト、運動会、夏祭り、オープンハウス等々

多くの文化・スポーツ交流活動が行われました。

婦人部によるチャリティ・ボランティア活動もシン

ガポール社会から大きな評価を頂きました。これ

もひとえに、各企業そして皆様お一人お一人の日

本人会に対するご理解とご支援の賜物です。ここ

ろより御礼申し上げます。

今年は、シンガポール建国50周年であり、且つ

日本人会100周年という、両国にとって記念すべ

き節目の年であります。企業活動を通じた経済面

での貢献に加えて、シンガポールと日本両国の文

化に深い相互理解と尊敬の念があってこそ、より

確りとした友好関係が生まれるものであると信じて

おります。激動する世界で、我々に安全で快適な

ビジネス・生活環境を提供してくれているシンガポー

ルに対する感謝の気持ちを新たにし、地域社会と

の交流を更に深めるため、日本人会として、例 年

開 催 し て い る 恒 例 行 事 を 確 り 行 う と と も に 、 １００

周年記念式典や社会貢献事業等を行って参りま

す。就きましては、本年も皆様の変わらぬご理解

とご支援を賜りますよう、何卒宜しくお願い申し上

げます。

最後になりましたが、シンガポール日本商工会

議所のますますのご発展と会員の皆様のご多幸・

ご 健 勝 を 心 よ り お 祈 り し 、 新 年 の ご 挨 拶 と 致 し ま

す。

1 : 新年にあたって
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新年の御挨拶
駐シンガポール共和国日本国特 命全権大使
The Ambassador O f  Japan To Republic  O f  Singapore
竹内　春久

謹んで新年の御挨拶を申し上げます。

一昨年１０月の着任以来、あっという間に１年以

上の月日が経過いたしました。その間、ＪＣＣＩ会

員企業の皆様におかれましては、様々な場面で

日本政府の取り組みにご協力いただき、誠にあり

がとうございました。

昨年一年間の日本・シンガポール間の要人往

来を振り返りますと、リー首相を始めとするシンガ

ポール政府閣僚等の訪日が延べ７回もありました

ほか、日本側からは、これを遙かに上回る延べ１６

回もの政府閣僚等の訪星があるなど、日シンガポー

ルの政府間対話が非常に活発な年でありました。

特に安倍総理におかれては、一昨年に続いて昨

年５月に再び訪星され、第１３回アジア安全保障

会議（シャングリラ・ダイアローグ）にご出席。その

基調講演において、アジア太平洋地域の平和と

安定を確固たるものにするための「法の支配」の

重要性を強調。その後の日星首脳会談では、リー

首相から、日本が地域の平和と安定に貢献しよう

としていることを歓迎する旨の評価が示されるな

どの大きな成果を残されました。さらに、こうした

安全保障の分野での成果に加え、成長戦略の柱

であるＴＰＰの早期妥結に向けた閣僚会合も累次

に渡り開催されたほか、副大臣級による在星投資

家・市場関係者等を対象とした日本の成長戦略

に関する講演会も累次にわたって開催されました

し、政府閣僚や議員団による複合型リゾート（ＩＲ）

の視察、地方自治体知事による観光誘致、農林

水産品等のトップセールス、経済団体の当地訪問

も活発に行われるなど、経済関連分野での訪星も

引き続き活発な一年でした。

また、国民レベルでの交流も活発でした。官民

挙げての観光誘致、東南アジア各国からの訪日

観光ビザの条件緩和あるいは撤廃、加えて大幅

な円安も手伝ってか、シンガポールを始めアジア

各国から日本へ来て下さる観光客は増加してお

り、昨年のシンガポールからの訪日客数は１０月

時点で既に１５万人、これら東南アジアの国々か

らの訪日客数を加えると１２２万人超えるなど、史

上最高の規模となりました。今後も引き続き、日本

ブランドの発信など、観光立国実現に向けた観光

誘致に取り組んでまいりたく存じます。

さて、今年は、シンガポール建国５０周年です。

そして来年は、我が国とシンガポールと日本の国

交樹立５０周年となりますが、ＪＣＣＩ会員企業の中

にはその建国以前からいち早くシンガポールに進

出し、既に進出５０周年を迎えられた企業もおら

れます。これまで日本企業は、日本から製品を輸

出するのみならず、現地化による雇用創出やイン

フラ整備にも貢献し、今日では、アジア各国のビ

ジネスの地域統括拠点、あるいは研究開発や人

材育成といった高度な機能を有する拠点としての

シンガポール経済の高度化に貢献しています。そ

し て 、日本企業の シ ン ガポール 進出が 深化する

につれて在留邦人数も増加し、在留邦人数は大

使館登録ベースで既に３万１千人を超えるなど、
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国内経済における日本企業・日本人コミュニティー

の存在感はかなりのものとなっています。また、日

本企業は、経済発展への貢献にとどまらず、チャ

リティー活動や日本文化支援等を通じた草の根レ

ベルでの交流・社会貢献活動も長らく続けられて

おられ、こうした企業レベルでの経済貢献や文化

交流支援が、日本とシンガポール、ひいてはアジ

ア各国との友好関係の基礎を築いたと言っても過

言ではありません。

日 本 政 府 と し ま し て も 、 こ う し た 日 本 企 業 の 皆

様の海外展開や国際競争力の強化を外交面から

後押しし、アベノミクスの成長戦略に実質的に寄

与するとともに、国際経済における日本のプレゼ

ンスを向上すべく、一昨年１２月に外務大臣を本

部長として設置した「日本企業支援推進本部」の

もと、本使以下館員一同が一丸となって日本企業

の皆様の海外展開支援に取り組んでまいります。

具体的には、①インフラ・システム海外展開の推

進、②中小企業の海外展開支援、③農林水産品

等の海外展開支援、風評被害対策、④医療の国

際展開支援、⑤日本の多様な魅力の発信を通じ

た日本企業支援（文化広報等）、⑥シンガポール

国内外におけるビジネス環境整備、⑦外国企業と

の連携支援等に重点的に取り組んでまいりますの

で、何卒よろしくお願いいたします。

本年が皆様にとり、公私とも良い年になりますよ

う、改めて皆様のご健康とご多祥を祈念するととも

に、被災地の一日も早い復興と日本のさらなる発

1 : 新年にあたって

展を心から願い、新年のご挨拶といたします。

駐シンガポール共和国日本国大使

竹内　春久
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海外随想
JCCI副会頭 
SUMITOMO MITSUI  BANKING CORPOR ATION
Direc tor  and General  Manager,  Singapore Branch 
今枝　哲郎

皆様、新年あけましておめでとうございます。

２０１４年４月にシンガポールに赴任となって、

９ヶ月が経ちました。アジアは今回が初めてにな

ります。全くもって足らないアジアに関する知識や

経験を少しでも積み上げるために、着任以来走り

回っていたらあっという間に時間が経ってしまった

というのが実感です。

海外勤務は、イギリス、アメリカに次いで今回が

３回目になります。海外に出ると、その土地のごく

普通なことが、日本とは違うために、それをきっか

けに様々な方向に思いを巡らすことが多々あります。

今回もシンガポールで、日本とは違うことに色々

と巡り合っていますが、その中の一つにシンガポー

ルの物価の高さがあります。

私が初めて海外勤務をしたのは１９９３年でした

が、日本はバブルが崩壊、その後の失われた２０

年に入り始めたところでした。そして、その頃にし

きりと言われたことが、日本の巨額な個人金融資

産の活用です。１９９５年当時の日本の個人金融

資産総額を見てみると、約１，２５０兆円です。そ

して、その時の米国の個人金融資産総額は、約

２，１４０兆円（９５年平均レート１ＵＳドル＝９４．０

６円）でした。因みに、シンガポールは約１５兆円

（９５年平均レート１ＳＮＧドル＝６６．３３円）。確か

に、バブルは崩壊したものの、個人金融資産的に

は実はまだ日本には米国の背中が見えていたの

でした。

そして、最近の日本の個人金融資産の状況で

すが、実はあまり変わっていなくて、２０１３年で約

１，６２０兆円、９５年対比で約１．３倍となっていま

す。これに対してアメリカは、何と約６，３４０兆円

（１３年平均レート１ＵＳドル＝９７．６０円）で同年

比約３倍、そしてシンガポールは約６９兆円（１３

年平均レート１ＳＮＧドル＝７７．９９円）で同年比

約４．６倍となっています。見えたと思った米国の

背中はかなり彼方に行ってしまいました。（実は、

最近の円安によって円ベースで見ればこの差は

更に拡大しているわけですが）。

言 わ れ て み れ ば そ れ も そ の は ず で 、 こ の 間 日

本 は あ の 名 だ た る デ フ レ 低 成 長 時 代 が 続 き 、 一

方、米国は、着実にインフレを続け、いろいろ浮き

沈みはありましたが各種の成長戦略が実行されて

来ました。シンガポールも、インフレと成長戦略と

いうことでは同じです。こうなってしまうと、アメリカ

やシンガポールは、確かにインフレで名目的に数

字が膨らんだ部分があるとは言え、為替レートが

あまり変化しない下では、相対的にみれば、日本

より豊かになった（あるいは相対的に日本は貧乏

になった）ということになってきます。なるほど物価

が高いと感じてしまう感覚もある意味しょうがない

のかと自分の中では納得してしまいました。

海 外 で は 、 日 本 に い る 時 よ り 日 本 が 相 対 的 に

見えて、そして少し違った視点から日本が見えて

くるということかもしれません。このシンガポール

に来てからも、日本のデフレの影響を実感させら

新年随想
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れるのかと妙に感心すると共に、現在日本がチャ

レンジしようとしているインフレと成長という方向性

は、やはり一つの選択肢として真剣に考えた方が

いいのではないかと改めて感じさせられます。

海外に出ると、もう一つ、日本と違うと感じること

は、業界を超えて色々な皆様と、日本にいる時よ

りはぐっと距離感近く交流をさせて頂くことができ

るということです。皆様は業務の最前線で色々な

ご経験を積んでおられる訳で、今までもそういっ

た皆様から貴重なお話をお伺いして刺激をうける

ということを度々体験させて頂きました。大いに自

分の視野が広がり、それによって世界の見え方が

変わってくることもよくありました。

私 の シ ン ガ ポ ー ル 勤 務 も 始 ま っ た ば か り で す

が、今度はこの地で、どういった新たな視点や新

たな出会いに巡り合うことができるのか大変楽し

みな思いです。シンガポール日本商工会議所で

の活動や交流の中に、そういった機会が数多くあ

ることを大いに願うばかりです。

最後になりましたが、本年が会員の皆様にとり

ましてより良き年となりますよう心より祈念申し上

げて、新年のご挨拶とさせて頂きます。

2 : 新 年随 想
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会員の皆様、新年あけましておめでとうござい

ます。昨年4月にJCCI理事に就任いたしまして以

来 、 会 員 の 皆 様 に は 大 変 お 世 話 に な っ て お り ま

す。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

私は2年間の香港勤務の後、2012年にシンガ

ポールに赴任しました。90年代のジャカルタ勤務

を含め、３度目の海外勤務であります。そのいず

れもが、エネルギーに満ち溢れ成長を続けるアジ

アであることに、自身喜びをかみしめております。

リーマンショック以降、世界経済を牽引してきた

アジア経済ではありますが、昨年は南シナ海での

領土・外交問題、タイのクーデター、香港民主化

運動など地政学リスクの高まりを意識せざるを得

ない年でありました。また、冷静に各国別に状況

を見てみますと、引き続き人口ボーナスが期待で

きる国（インドネシア・フィリピン・インド）がある一

方、少子高齢化が進行し、生産年齢人口の伸び

が鈍化している国（タイ・ベトナム・シンガポール）

も見受けられます。当地シンガポールや隣国マレー

シアは既に先進国化・成熟化して、経済成長率は

低下傾向に向かうと予想されています。日本でも

2014年の消費増税による経済影響も想定以上に

尾を引いており、アベノミクスも正念場を迎えてい

ます。財政健全化問題・人口減少など、引き続き

国内には課題が山積です。一方、米国では個人

消費・住宅投資が牽引し、景気は拡大基調にあり

ます。その結果、金融緩和政策の出口戦略の時

期が意識され始め、アジアにおいてもマネーの流

れの変化影響に注意を払っておく必要が出てい

ます。本年2015年は、『アジア』を一括りで捉える

ことなく各国別の事情・事象の一つ一つをしっか

り分析・確認しながら事業活動を行っていくことが

一 層 重 要 に な っ て く る も の と 考 え て お り ま す 。 但

し、悲観的にとらえることはなく、日本企業が日本

及び世界でこれまで培った叡智・経験を活用でき

る大きなチャンスであると前向きにとらえていきた

いと思います。

アジア新興国において、インフラ整備は経済成

長に追い付いておらず、電力・水・道路・鉄道・空

港・病院など各国で引き続きプロジェクトが行われ

ると見込まれます。市民の支持を得るべく各国政

府が共通して、インフラ整備を最優先課題に位置

付けて取り組んでいることは、日本企業にとって

大きな成長の機会であると言えます。2020年東京

オリンピック開催決定を契機に、アジアを含め世

界が再び日本に注目しています。また、2013年

12月にユネスコの無形文化遺産に『和食』が登録

されたことも大きな話題となりました。日本への外

国人観光客は2013年に1000万人を超え、2020

年の東京オリンピックに向けて増加が続くと見込

まれます。多くの外国人が日本を訪れ、日本の技

術・モノ・文化に触れて自国に帰っていきます。日

本では当たり前のモノ・コトが、外国人の目には新

鮮で便利なこともあるかもしれません。そこに我々

海外で活動する日本企業にとってのビジネスチャ

ンスが生まれます。

新年随想
JCCI財務担当理事
Mizuho Bank ,  Ltd　
General  Manager
関　正樹
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冒頭申し上げた通り、不透明感が増すであろう

2015年ではありますが、漠とした雰囲気に流され

ることなく、アグレッシブにチャレンジ精神を持ち、

但しリスクに対する目配せをしつつ、アジアの荒

波を乗り切っていきたいものです。

2015年はシンガポール建国50周年の節目に

あたります。また昨年、私どもみずほ銀行シンガポー

ル支店は開設40年を迎えました。新年を迎え、こ

のアジアの中心都市に根を張りビジネスをさせて

いただいていることに感謝の気持ちを新たにして

いるところでございます。

末筆ではございますが、本年が会員企業の皆

様にとって、実りある良い年となるよう心から祈念

いたしまして、新年の挨拶とさせていただきます。

2 : 新 年随 想
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シンガポール20年の変化 
JCCI運営担当理事
Sumitomo Chemical  (A sia Paci f ic)  P te Ltd
Senior  V ice President
立元　秀和

皆様、新年あけましておめでとうございます。

東京の乾いた空気と寒さの中で、引き締まった

気分で迎える新年とは異なりますが、年中、同じ

ような気候の中で迎える新年であればこそ、節目

に気持ちを新たにすることの大切さを一段と感じ

たりもします。

さて、昨年の4月にシンガポールに赴任して早

くも9カ月が経ちました。シンガポールには1992

年から1997年まで駐在したことがあり、今回2回

目のシンガポール生活を送っています。丁度、そ

の頃がJCCIの登録企業数のピークであったと先

日、伺いましたが、今、またその頃の数に迫りつ

つあるようです。ということは20年ぶりのシンガポー

ル 駐 在 と い う 方 は 存 外 、 た く さ ん お ら れ る の か も

しれません。一方で、会員企業の業種構成は随

分、変化しているとのお話もございました。やはり

製造業の比率が下がり、流通やサービスといった

分野が躍進されているようです。シンガポールは

エレクトロニクスや石油化学等の製造業や金融、サー

ビス業の振興により飛躍的な経済成長を遂げてき

ましたが、近年、労働力確保やユーティリティーコ

スト上昇といった課題が厳しさを増しており、特に

エネルギー多消費型の製造業にとって難しい局

面を迎えています。私ども化学工業の分野におい

ても、残念ながら、此処へきて生産設備の縮小、

或いは撤退というケースを聞くようになってきまし

た。シンガポール政府には電力供給の競争加速

やエネルギー源の多様化等、こうした課題に様々

な観点から対策を講じていただいていますが、グ

ローバルな競争が厳しさを増す中で、全てを満足

させることは難しいというのが現実でしょうか。より

知識、イノベーション集約型事業へのシフトを強

めています。私共も、事業内容の高付加価値化を

更に強化するなど、事業の新陳代謝を加速させ

なければならないと強く感じている所です。

こうした産業の変化と共に、やはり経済成長の

結果、シンガポール社会と生活もこの20年で大き

く変わったように思います。久しぶりにこちらに来

て、昔住んでいたボナビスタ周辺を訪れて見た町

の変わり様には驚かされました。当時はMRTの駅

の周辺にはHDB、その周りは森に囲まれていたよ

うに思います。マリーナ地区の開発やマリーナベ

イサンズをはじめとした新しいビルの数々、MRT

路線、高速道路の拡張、セカンドリンクの完成、ま

たは街中を走るスーパーカー等、ハード面で目を

見張るような大きな変化が多々ありますが、生活

の中で感じる変化も数多くあります。物価の高騰

が一番、身近な話題でしょうが、新年に当って、

少し明るいお話しを中心にこの20年の変化の幾

つかを挙げてみたいと思います。

先ずは、生活面での利便性が圧倒的に向上し

ていると感じます。ITの活用により特にバスの利

用が格段に便利になり、路線ガイドと睨めっこをし

なくても、島内何処へでも気軽に出かけられるよう

になりました。そのためか、バスを利用している外

国人がすごく増えたと感じます。勿論、道も整備さ
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れ、フォートカニングの脇の隧道を初めて通った

時はシンガポールにもトンネルができたかと感動

しましたが、ECP、CTEにはもっと大規模なトンネ

ルができていました。

そして何といってもシンガポールの人たちの生

活の変化です。先日、ベイサンズシアターでコン

サ ー ト を 楽 し む 機 会 を 与 え て い た だ い た の で す

が、着飾ったカップルが大勢、いそいそとコンサー

トホールへ入っていく姿を眺めて感慨深いものが

ありました。街行く人たちの服装が随分綺麗にな

り 、 ハ イ ヒ ー ル を 履 き 日 傘 を さ し て い る 人 を 沢 山

見かけるようになりました。美容室、エステが街中

至る所にあり、賑わっています。ロバートソンキー

等、随分お洒落なレストランが軒を連ね外国人と

共に様々な人種の若者が一緒にお酒や食事を楽

しんでいます。一方、マリーナベイやシンガポー

ルリバー沿い、ボタニックガーデン等至る所でジョ

ギングをしている人たちを数多く見かけますし、毎

週のようにマラソン大会が行われているようです。

また街中では筋骨隆々、体格の良い若者を多く

見かけます。健康への関心の高まりの結果でしょ

うか。

また今回こちらに来て、シンガポールの方達の

や さ し さ を 感 じ る 機 会 が 随 分 、 多 い よ う に 思 い ま

す。MRTの駅、街中の交差点等で老人の手助け

をする人たちをよく見かけますし、エレベーターの

乗り降りで先を譲ってもらうことも多くなったように

思います。豊かになるというのはこういうことかと思

ったりしています。

20年前にこの国の経済活動の一端に携わらせ

ていただいた者として、その後の見違えるようなこ

の国の発展を今回、こうして実感できることはとて

も嬉しいことです。この先20年後、この国はどの

様な姿になっているのでしょうか？政府が積極的

に推進している様々なハブ機能を発揮して更なる

経済成長を遂げているのでしょうか？近隣国と一

体となった経済圏を形成して成長しているでしょう

か？結果は兎も角、政府が目に見える形であらゆ

る手を打っている姿はとても頼もしく、2度目の生

活をこの国で過ごさせていただいている身として

は、少しでもこうした努力に貢献することができれ

ばと思う次第です。

「 そ れ に し て も 酒 代 が 嵩 む な 」 と ぼ や き つ

つ、2015年のお正月を迎えるに当って気持ちを

新 た に 諸 課 題 に 取 り 組 ん で ま い り た い と 思 い ま

す。

この1年、皆様方の益々のご活躍とご家族を含

めた皆様のご健勝をお祈り申し上げます。

2 : 新 年随 想
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シンガポールに感謝
JCCI運営担当理事
Sumitomo Corporat ion A sia & Oceania P te.   LTd.
Direc tor,　Chief  Operat ing O f f icer
岡田　卓也

新年あけましておめでとうございます。

会員の皆様におかれましては、つつがなく新し

い年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

昨年４月に二度目のシンガポール赴任となりま

した。１７年ぶりにシンガポールに赴任してまず感

じた点は、中国人が増えたなという事です。移民

や観光客など中国本土の影響が大きくなってきて

いるという事だと思います。香港駐在時代（２００6

年～）も年を追うごとに中国本土の影響が大きく

なってきた事を思い出します。それだけグローバ

ルに中国の存在感が増してきている事だと思いま

すが、相対的に日本の存在感が薄れてきていると

も言えます。

次に感じた事は、人口増のスピードです。最初

に駐在した頃１９９０年の人口は３０５万人でした。

確か出張者・海外のお客様に人口３００万人と言っ

ていた記憶があります。それが２０１３年には５４０

万人と２３年間に何と２３５万人、７７％も増加して

い ま す 。 そ し て シ ン ガ ポ ー ル 政 府 の 都 市 開 発 庁

は、２０３０年の人口を６５０～６９０万人と設定して

います。活力に満ちたシンガポールを維持する為

の人口計画ですが、その人口に対する居住スペー

ス・インフラの整備、確保を事前に考え　既に行

動に移しています。

最後に、マリーナ湾地区の大変化は驚きを超

えました。世界一高い天空プールのマリナ・ベイ・

サンズ周辺の再開発、複合エンターテインメント

施設は、今やシンガポールの一大観光名所ともなっ

ています。嘗て１９９０年代はゴルフ練習場、ホー

カーが立ち並ぶただの埋立地でしたので、本当

にマリーナ湾かと疑うほどの変わり様です。ここマ

リナー湾では既に２０１２年から３年連続で建国記

念日の一大パレードが実施されています。小生も

昨年８月９日に式典を見学し、同国の発展を続け

るエネルギーと元気を肌で感じました。

ダーウィンの種の起源ではありませんが、『強い

者、頭の良い者が生き残るのではない、変化する

ものが生き残るのだ』という事を引用すれば、シン

ガポールが今後益々グローバル国家として周辺

国をリードしながら更に発展し行く事は論を俟た

ないでしょう。経済活動に従事する我々も、高い

技術を持つ国民、革新的経済、特色あるグローバ

ル国家シンガポールには大いに見習う点がある

のではないかと思います。

さて、我々は当地をベースとして周辺国で様々

な 経 済 活 動 を し て い ま す が 、 シ ン ガ ポ ー ル の 安

全、高度なインフラの恩恵を受けビジネスに専念

できています。少々ラーメンや日本食材の値段が

高い事はありますが、何よりも生活基盤がしっかり

している事は有り難い事だと思います。

今年はシンガポール建国５０周年、又、日本人

会も１００周年を迎える節目の年です。我々日本

人として改めてシンガポールに感謝しつつ、両国
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の関係を維持し更に強固にすべく、新たな一年と

して踏み出して行ければと思います。

今年の干支の羊は、集団行動を好み、じっくり

周りの行動を観察してどうすべきかを良く考える

動物だそうです。又、温順で環境適応能力が高

いとも言われています。

本年一年会頭を中心に、会員の皆様のお役に

立てるよう頑張って参りますので、どうぞ宜しくお

願い致します。

末筆ではございますが、本年が会員の皆様及

びご家族にとりまして幸多き一年となりますよう心

よりお祈り致します。

2 : 新 年随 想
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新年を迎えて
JCCI理事
ALL NIPPON AIRWAYS CO. ,LTD.
GENER AL MANAGER,  SINGAPORE OFFICE
冨田　光欧

会 員 の 皆 様 、 新 年 明 け ま し て お め で と う ご ざ

い ま す 。 新 年 の 門 出 に あ た り 謹 ん で ご 挨 拶 申 し

上げます。昨年4月に赴任いたしました私にとっ

て初めて迎えるシンガポールでのお正月には日

本でのお正月とは違った新鮮な喜びを感じてお

ります。

今 年 は シ ン ガ ポ ー ル に と っ て 建 国 5 0 周 年 の

記 念 す べ き 年 と な り ま す が 、 建 国 以 降 で 最 も 国

情 が 安 定 し 経 済 も 活 性 化 し 国 民 も 豊 か さ を 謳 歌

しているこのタイミングで50周年の祝年を迎える

こ と が で き る こ と は シ ン ガ ポ ー ル の 皆 さ ん に と っ

て 素 晴 ら し く 、 心 よ り お 祝 い 申 し 上 げ ま す 。 も ち

ろ ん 今 年 の 建 国 記 念 日 の 祝 典 は 例 年 以 上 に と

て も 華 や か な も の に な る で し ょ う し 、 そ の 他 に も

多くの記念イベントが催されていく中でシンガポー

ル 国 民 の 皆 さ ん も 国 の 繁 栄 や 誇 り に 胸 を 膨 ら ま

せ 、 そ し て 更 な る 発 展 へ の 期 待 で 気 持 ち も 高 揚

し て く る 一 年 に な る こ と で し ょ う 。 ど こ の 国 で も 国

家の成長において新しい時代にステップが進む

分 岐 点 （ タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト ） が あ る と 思 い ま す

が、今年のシンガポールもそういう年に位置づけ

ら れ る の で は な い で し ょ う か 。 私 に と っ て も そ の

節目となる歴史的な年にシンガポールに駐在で

きたことはとても幸運だと思っております。

私 は 2 0 0 7 年 か ら 2 0 0 9 年 ま で 米 国 に 駐 在 し て

お り ま し た が そ の 時 に も 同 じ よ う な 経 験 を い た し

ました。それはバラク・オバマ氏が米国初の黒人

（ ア フ リ カ 系 ） 大 統 領 と な っ た 瞬 間 で し た 。 ご 存

知 の 通 り ア メ リ カ 合 衆 国 大 統 領 選 挙 は 予 備 選 挙

か ら 本 選 挙 ま で 長 い 選 挙 戦 が 繰 り 広 げ ら れ ま す

が 、 黒 人 大 統 領 誕 生 の 可 能 性 が 高 ま る に つ れ

米国民の新しい時代への期待感は高まり、2008

年 1 1 月 4 日 の 選 挙 に お い て オ バ マ 氏 が 第 4 4

代 ア メ リ カ 合 衆 国 大 統 領 に 決 定 し た 瞬 間 に は

「CHANGE」「YES、WE CAN」のスローガンとと

もに米国は興奮のるつぼと化しました。私の周り

に い た ア メ リ カ 人 達 も 支 持 政 党 や 人 種 を 問 わ ず

新しい時代の幕開けに目を輝かせて喜んでいた

こ と を 思 い 出 し ま す 。 そ れ か ら 6 年 以 上 が 経 ち ア

メリカ国民の中にも往時の高揚感はもう残ってい

な い か も し れ ま せ ん が 、 そ れ で も 私 に は あ の 時

の オ バ マ 大 統 領 誕 生 が 米 国 や 米 国 国 民 に と っ

て更なる発展に向けてのスタートとなる歴史の分

岐点になったのではないかと思っております。私

にとってはシンガポールにおいてその時と同じよ

うな歴史の分岐点に現地で立ち会える幸せを感

じる新年となりました。

次 に 私 の 関 わ っ て い る 航 空 業 界 の 2 0 1 5 年 に

つ い て も 少 し 述 べ て み た い と 思 い ま す 。 わ ず か

50年の短い歴史の間に驚くべき発展を成し遂げ

たシンガポールですが、日本の航空業界も戦後

初の国内民間航空定期便が就航し たのが1951

年 で す の で シ ン ガ ポ ー ル よ り 少 し 長 い 程 度 の 歴

史しかありません。しかしその短い歴史の中で紆

余 曲 折 は あ っ た も の の シ ン ガ ポ ー ル と 同 様 に 長

足の発展をしてまいりました。シンガポール建国

の 年 で あ る 1 9 6 5 年 が 日 本 の 航 空 業 界 に と っ て
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2 : 新 年随 想

ど ん な 年 で あ っ た か 調 べ た と こ ろ 、 戦 後 初 の 国

産 旅 客 機 で あ る Y S - 1 1 型 機 が 羽 田 - 徳 島 - 高 知

路線で定期航空路線の運航を開始したのがまさ

に そ の 年 で あ り ま し た 。 そ の 後 Y S - 1 1 型 機 は 日

本 の 航 空 の 発 展 を 支 え て 合 計 で 1 8 2 機 が 生 産

さ れ ま し た が 利 用 者 の 増 大 に よ る 大 型 化 や ジ ェ

ッ ト 化 の 流 れ の 中 で 2 0 0 6 年 に 惜 し ま れ な が ら 国

内 定 期 路 線 か ら 引 退 い た し ま し た 。 そ し て そ の

YS-11型機の運航開始からちょうど50年後に当

たる今年にはYS-11型機以来の国産旅客機とな

るMRJ（三菱リージョナルジェット）の初飛行が計

画 さ れ て お り ま す 。 M R J が 定 期 便 と し て 日 本 の

空 に 就 航 す る ま で に は ま だ 数 年 は か か る と 思 い

ますが間違いなく日本の航空にとって次の50年

の 扉 を 開 け る 新 し い 航 空 機 の ひ と つ と な る と 思

い ま す 。 航 空 業 界 で 働 く 我 々 に と っ て は つ い に

そのMRJの初飛行を迎える嬉しい年となります。

またアジアと日本のつながりで言えば、 2015

年 は “ 2 0 1 6 年 に 訪 日 2 0 0 0 万 人 ” と い う 大 き な 目

標に向かっての重要な年となります。アジアにお

い て は 日 本 を 含 め た 各 空 港 の 拡 大 、 L C C の 台

頭や円安など訪日外国人増加への後押しとなる

環 境 が 整 っ て き て は お り ま す が 、 2 0 0 0 万 人 と い

う大きな目標を考えれば我々も日本の航空会社

と し て さ ら に 新 た な 工 夫 を し て ま い り た い と 思 っ

ております。当地シンガポールにおきましても私

も所属しております「観光・流通・サービス部会」

を始めオールジャパンで訪日外国人増加に向け

て 取 組 め れ ば と 思 っ て お り ま す の で 是 非 ご 協 力

をお願い申し上げます。

最後になりましたが、今年が皆様にとって良い

1 年 と な り ま す よ う 祈 念 し て 新 年 の ご 挨 拶 と さ せ

て 頂きたいと思います。本年もよろしくお願い申

し上げます。
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変わりゆくシンガポール
JCCI理事
Mit subishi  Corporat ion
General  Manager,  Singapore Branch
高橋　健司

皆様、新年あけましておめでとうございます。

今 年 は 1 9 6 5 年 の シ ン ガ ポ ー ル 独 立 か ら 数 え

て50年目に当たります。8月9日の独立記念日に

向 け 各 種 の イ ベ ン ト や 講 演 会 、 テ レ ビ 番 組 等 、

国を挙げて盛り上がって行く事でしょう。

こ の 5 0 年 間 に シ ン ガ ポ ー ル は ど う 変 わ っ て き

たのだろう、そんな事を正月つらつら愚考しまし

た 。 シ ン ガ ポ ー ル 社 会 が 目 覚 し い 発 展 を 遂 げ た

事はここに挙げる迄もありません。独立から30年

経 た 1 9 9 0 年 代 半 ば に 私 自 身 ク ア ラ ル ン プ ー ル

に 暮 ら し 、 シ ン ガ ポ ー ル を 訪 れ る 機 会 も 多 く あ り

ま し た が 、 当 時 を 思 い 出 せ ば シ ン ガ ポ ー ル は 近

代都市に脱皮しつつも未だコロニアルな雰囲気

を随所に残し、路地に分け入ればアジア的混沌

とも言うべき香りに満ちていました。1995年のシ

ンガポールの一人当たりGDPは約25 ,000ドル、

シ ン ガ ポ ー ル か ら 見 れ ば 日 本 は バ ブ ル の 後 遺

症に悩みつつも未だ‘アジアの盟主’でした。

それから20年、今やシンガポールは一人当た

りGD Pで アジ アNO.1のお金持ち とな り、国民の

持ち家比率は90％超(2013年)、社会インフラの

整備状況や、ついでに物価の高さ（苦笑）から見

ても堂々たる先進国です。

この間にもう一つ大きく変わったのがシンガポー

ルの中国に対する立ち位置と姿勢ではないでし

ょ う か 。 勿 論 シ ン ガ ポ ー ル 人 の 7 4 ％ は 中 国 系 で

すから、食べ物や文化、習慣の面で中国の影響

が 最 も 強 い 事 は 独 立 以 前 か ら 変 わ り ま せ ん 。 た

だシンガポールが中国と正式に国交を結んだの

は1990年とかなり遅く、個人的な記憶でも1990

年 代 の シ ン ガ ポ ー ル の 街 角 で は 中 国 よ り む し ろ

日 本 の 存 在 感 が ず っ と 大 き か っ た よ う に 思 い ま

す 。 今 や シ ン ガ ポ ー ル に と り 中 国 は 最 大 の 貿 易

相手国、最大の投資先です。最近ではシンガポー

ル政府も中国系アイデンティティを隠さず、中国

政府との繋りを強めています。

だ か ら と い っ て シ ン ガ ポ ー ル は 、 中 国 一 辺 倒

と い う わ け で は あ り ま せ ん 。 む し ろ 中 国 の 台 頭 を

警戒する米国やアジアの国々と中国をとりなし、

両者の架け橋としての立場を強く意識しているよ

う に 思 わ れ ま す 。 そ れ が 5 0 年 間 小 国 な が ら も 複

雑な国際関係の中でサバイブし、一歩ずつ繁栄

を目指してきたシンガポールの現在の視点では

な い で し ょ う か 。 そ し て こ の 絶 妙 の バ ラ ン ス 感 覚

と、機を適確に捉えて自ら行動する意志こそが、

ア ジ ア の 一 都 市 国 家 に 5 0 年 前 に は 想 像 す ら 出

来なかった国際社会での存在感を与えた素なの

ではないか、と改めて思った次第です。

最 後 に な り ま し た が 、 2 0 1 5 年 が シ ン ガ ポ ー ル

の 皆 様 に と り 、 明 る く 希 望 に 満 ち た 年 と な り ま す

よう祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせて頂きま

す。
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「ここでしか出来ないこと」探し
JCCI理事 
Panasonic A sia Paci f ic  P te.  Ltd
Direc tor,  Member of  the Board
工藤　俊和

会員の皆様、新年明けましておめでとうござい

ます。本年も宜しくお願いします。

私は、２０１２年１０月にシンガポールに赴任し

２年３ヶ月が過ぎました。パナソニック・アジア・パ

シフィック社というパナソニックグループの東南ア

ジア・オセアニア地域の統括本社に勤務し、地域

の法務・リスクマネジメントを担当しております。ア

メリカでの留学を入れますと、２度目の海外勤務・

生活ということになります。

シンガポールに赴任する前、社内の知り合いに

挨拶に行くと、「私もシンガポールに赴任してまし

た」という方々に多く出会いました。いつも言われ

るのが「シンガポールは住み易くて最高ですよ！

でも、シンガポールは狭くてすぐに飽きちゃいま

すよ・・・。」

さて、夢を膨らませて、シンガポールに赴任し、

家族も呼び寄せ、いざ生活をスタート。。。

ところが、セントーサ島などのアミューズメントも

すぐに行き尽くし、ショッピングモールもどこも同

じような感じ、また街が狭いせいか、車で出かける

度に見えるマリーナベイサンズ、最初はあれほど

感動して見たのですが、いつの間にか何の感動

無くなり。また、近隣諸国も、どこに行っても、うーん、

「アジアだ」。インドネシアもタイも正直区別も余り

良くわからない。。。。リゾートに行っても自宅コン

ドと変わらないな。。。。、何と贅沢なことですが、

なるほど、こういうことか・・・と挨拶での出来事を

思い出しました。しかし、この現状を何とか打破せ

ねば・・・・。

ま ず は 、 仕 事 面 。 多 く の 理 事 の 方 々 と は 異 な

り、私は法務を担当しております。仕事も大きく変

わりました。日本では、主にＭ＆Ａなど新聞紙上

を賑わす華やかな世界を担当しておりましたが、

こちらでの主な法務課題は、ガバナンス、コンプ

ライアンス、訴訟、不正対策。例えば、インドネシ

アでの訴訟、なんと判例が公開されていない、証

人尋問では裁判官が冒頭証人との握手するのが

慣わし、更には裁判官が証人を質問攻め、極め

つけは、判決から判決文が届くのに半年、司法現

場での実務に驚きの連続です。或いは、地域の

グループ会社（上場会社）の取締役を兼任してい

る関係で、株主総会に出席。大きな流れは日本と

余り変わりませんが、株主からの質問の多さに驚

きです。アナリストさながらの鋭い質問から歌を歌

う名物株主まで、入り込めば入り込むほどに、飽き

るどころか誠に興味深い世界が広がっておりまし

た。

プライベート。日本でやってきてこちらで出来き

そうなことと言うことで、実は巨大なラジコン・エン

ジン飛行機をわざわざ日本から持参。飛行場やク

ラブまで見つけたものの、忙しさもあり、遠のく毎

日。その代わり、昔取った杵柄の卓球で毎週汗を

流しています。日本人会のメンバーのお父さん 、

お 母 さ ん 中 心 で す が 、 全 日 本 実 業 団 優 勝 チ ー
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ムの元監督、元インターハイ選手、元大学体育会

出身者など、非常にレベルも高く、シンガポール

駐在員のレベルの高さに感動しています。ローカ

ル大会などにも出場して腕を磨いております（卓

球に興味のある方、ぜひご連絡下さい！）。卓球

以外にも、子供の同級生に、元Ｊリーガーもいたり

と 、 シ ン ガ ポ ー ル 日 本 人 も 知 れ ば 知 る ほ ど 、 「 濃

い」人たちの集団だなと最近思っております。

食事。事務所がＭＲＴで言いますと、中心部か

ら少し離れた、ニコルハイウェイ駅、ブギス駅、ラ

ベンダー駅近辺にございます。ここでしか食べら

れないものと言えば、ローカル系＆ホーカー系で

すが、自宅近辺も含め、ほぼ行き尽くしました。最

近は、ブリヤニなどのカレー系に凝っております。

休日の夕方、家族全員で近所のホーカーでディ

ナー!?家族で和気あいあいと食事を楽しむシンガ

ポリアンたちの中で、家族一緒に食事をすること

は不思議と心和むものがあります。果物も、ドリア

ン、マンゴーやマンゴスティンなどはもちろんです

が、色々と試す中で、デュク（Ｄｕｋｅ）、最初は変

な味でしたが、一時非常にはまっておりました。日

本に帰任後は食べられないと思うと、より貴重で

美味しく感じられます。

その他、ローカル社員の流動性と採用の難しさ

故に、採用面談が年中行事化しつつあり、頭を悩

ませております。一方で、近隣諸国も含めた候補

者の面談は、様々の層、レベルの候補者の関心

や動機などを知る貴重な機会でもあり、会社とし

てそれに応えていく、変わって行かなければいけ

ないということを考える大きなきっかけとなってい

ます。

さて、２０１５年は未（ひつじ）年です。格言を調

べてみましたところ、「辛抱」ということでした。少し

ずつ先行きにも明るさが見えてきましたが、もう少

しの辛抱ということなのでしょうか。今年も様々な

経済、経営課題が待ち受けていると思いますが、

少し辛抱、じっくり考え、入り込み、新たな世界、

「ここでしか出来ないこと」にチャレンジしたいと思

います。

も ち ろ ん 、 シ ン ガ ポ ー ル 日 本 商 工 会 議 所 で の

お役目もここでしか出来ないこと、会員各社様の

お 役 に 少 し で も 立 て れ ば と 思 い ま す と 共 に 、 理

事、会員の皆様との親交を深めて参りたいと思い

ます。本年も宜しくお願い致します。

2 : 新 年随 想
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ふるさと島根
JCCI理事 
Soj i t z  A sia P te.Ltd.
Managing Direc tor,  President & CEO for  A sia & Oceania

加藤　英明

島根県の人口約70万人は47都道府県中46番

目 、 山 陰 と い う 呼 び 方 も な に や ら パ ッ と し ま せ ん

が、最も知名度の低い県のひとつの様で、最近は

知名度の低いことを自虐ネタに県をPRしている有

様です。その島根の松江市が私の故郷。

東は安来市（あの安来節発祥地）から西は山口

県萩近く津和野町まで東西に長い県ですが、日

本海に は隠岐の 島（隣の 国と政治問題に な っ て

いる竹島も島根県ですが）、世界遺産に指定され

た石見銀山と名所を挙げるとすれば、やはり出雲

大社ですか。出雲大社は最近「縁結び」で参拝者

が増えており、最寄の出雲空港も「出雲縁結び空

港」と銘打っています。

2013年は60年ぶりの出雲大社の大遷宮が伊

勢神宮の20年ぶりの式年遷宮と重なり話題になり

ました。ちなみに伊勢神宮は全て建て替えて新し

い木材・部材を使うのに対し、出雲大社は再使用

可能なものは釘一本でも極力再使用する「修造」

と い う 点 に 大 き な 違 い が あ り ま す 。 い わ ば 昔 か ら

行われてきた筋金入りのリサイクル事業とも言えま

す。

出雲大社でもう一つ話題になったのは、昨年高

円宮典子さまと出雲大社の千家（せんげ）国麿さ

んの結婚。伊勢神宮は天皇家由来のアマテラス

オオミカミを祀っていますが、出雲大社はオオク

ニヌシノカミで、お二人の結婚は過去2千年以上

疎遠であった天皇家と千家つまり伊勢神宮と出雲

大社の縁が繋がったという歴史的な意味があると

も言えるわけです。

ちなみに、他県が10月を神無月と呼ぶのに対

し、出雲では神有月と言います。10月は全国の神

様が出雲大社に集まって会議をする（？）との言

い伝えで、出雲が神話の国と言われる所以でもあ

ります。

出雲のことばかり書きましたが、私の故郷は出

雲と宍道湖を挟んだ城下街松江市。宍道湖はし

じみが名産ですが、湖面に沈む夕日は特筆すべ

き美しさです。温泉も湧き、昔の城主が好んだ為

茶道が盛ん（従って和菓子店も多い）なところで

す。

人口20万ほどの松江市ですが、周辺の町村は

過疎化が進み過去10年で二桁人口減の地域が

複数あります。これは島根に限ったことではなく、

過疎化と人口の急速な老齢化はまさに日本全国

全ての地方が抱える深刻な問題です。このペース

で人口減少が続けば、5～6年後には人口半減の

地域が続出する現実がすぐそこにあります。

子供が独立すると親の面倒見が始まるといいま

すが、ここ10年近く、昨年4月シンガポール赴任ま

で、松江にはほぼ毎月帰っていました。2年前父

親が他界し、今は母親が一人で暮らしており、当

地赴任後も日本出張、プライベートでの帰国の折

には、出来るだけ帰省しています。その度地方都

市の抱える問題を実感する次第です。
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とはいえ、自然豊かで城を中心に堀が市の中

心部を巡ることから水の都と称され、武家屋敷等

歴史ある街並みが残る松江は私にとって他のどの

街よりも心が落ち着く場所です。そういうわけで、

リタイア後は生まれ育った街で過ごしたいとの思

いもあり、東京育ちのオクサンにその旨軽く打診

したところ、見事に却下。その明確な反応は些か

サプライズでしたが、友達のいない土地はイヤデ

ス、ということでヤムナシ。行くならおひとりでとい

うことなので、将来又単身赴任の自由を満喫出来

るかもしれません。

実は今回島根のテーマを選んだ理由はシンガ

ポールでの同県人探しです。これまで自分なりの

ネットワークで見つけられたのは一人だけで、そ

の方も異動で既に帰国され、現在一人県人会で

す。この稿を読まれた方乃至周りに島根ご出身の

方がおられたら是非ご一報ください。島根の銘酒

でおおいに盛り上がりましょう。

今 年 が 皆 さ ん に と っ て よ い 年 で あ りま す よ う 祈

念します。

2 : 新 年随 想
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新年雑感　「未来に一番近い島」
JCCI理事 
Toray International  Singapore P te.Ltd.
Managing Direc tor

鈴木　孝林

会員の皆様、新年明けましておめでとうございます。

２０１４年７月にシンガポールに赴任し、ようやく半年

が経とうとしています。私にとっては２０年ぶりの海外赴

任であり、たくさんの刺激と発見に満ちた日々が（今で

も）続いております。この間会員の皆様には親身なお

世話を頂戴し、心よりお礼を申し上げます。

２０年前に赴任したのはマレーシアのペナン島でし

た。そして今回、同じマラッカ海峡につながるシンガポー

ル島に戻り、何か不思議な縁を感じた次第です。　　　

ところで前回赴任の際、当時の上司から言われた

のが、ペナンは「天国に一番近い島」であるという言葉

でした。その言葉通り、昔のことゆえ暮らしの不便さは

あったものの、公私ともに充実した日々を過ごせました。

そして現在のシンガポール。市街地には視界を遮

る高層ビル群、郊外には先進的な研究施設や先端技

術のメガ工場。また国全体でデザインされた水処理施

設などの公共インフラの充実。いわば時代の先端が詰

まった島の姿を目にして驚くことの連続でした。ここは

さしずめ「未来に一番近い島」かもしれません。

さて、「天国」は自分がそうだと思えばどこでも天国

ですが、「未来」は常に追いかけ続けなければなりませ

ん。シンガポールは経済発展を追い求め続ける国だと

言われます。何のための経済発展かという議論はテツ

ガク的になるので置いておくとして、この国の未来のひ

とつの姿が、世界で一番豊かな島になることであるの

は間違いないでしょう。その為に万を超すエリートが知

恵を絞り、世界中から人と組織を集め、その人たちが

巨大なお金とモノを動かし続ける、それがこの小さな島

で起こっていることなのでしょう。私にその実態は全く

見えませんが、エネルギーは感じることができます。そ

の密度とスピード感が圧倒的なゆえ、未だ来たらぬも

のに一番近い場所と感じさせるのかもしれません。

ひるがえって、ここに身を置く私と当社にとって未来

とは何か？当社グループはアセアン地域にいくつか

生産工場群を持ちますが、シンガポールには工場が

ありません。マレーシア、インドネシア、タイなどとは違

う、この国ならではの姿は何か？　新年早々、頭が痛く

なる難問です。

ここで思い当たるのはこの国の歴史です。マレーシ

アとインドネシアという“土地持ち”に挟まれ、小さな島

国として生き残るために、今のスタイルを選択してきま

した。地の利を活かしながら、情報とお金をネットワー

クの中でうまく使うこと。そこからなにがしかの知恵を拝

借できないか？　会員の各社様におかれては既にそ

れぞれの答えを見出しておられると存じますが、私にと

ってはまだまだ見当のつかないことばかりです。

しかし焦りは禁物。ここはひとつ腰を落ち着けて、チ

キンライスやバクテーに舌鼓をうちつつ、じっくりとこの

国を観察していくしかないと思っています。何年かかる

かわかりませんが、運が良ければ当社の未来がどこか

に透けているかもしれません。そう思いながら、これか

らもシンガポールに強く興味を持ち続けていきたいと

考えています。

とりとめのない雑感となりました。

本年も会員の皆様にとって有意義な一年となります

ことを祈念しております。
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新年ご挨拶
 
Japanese Chamber of  Commerce & Industr y,  Singapore
Secretar y General

長尾　健太郎

2 : 新 年随 想

新年明けましておめでとうございます。

昨年3月に新たに事務局長として着任して9ヶ月が

過ぎ、このように新年のご挨拶をさせていただく時期と

なりました。2014年は、来年のシンガポール建国50周

年、その翌年の日本シンガポール外交樹立50周年を

控える、日星両国にとって節目となる時期に足を踏み

入れた一年でございました。このような大切な時期にシ

ンガポールへ赴任し、身が引き締まりますと共に、多々

ご迷惑をお掛けすることも多い中、正副会頭、理事、会

員企業、関係機関の皆様より多大なご支援を頂きまし

たことに、厚く御礼を申し上げたく存じます。

私は大阪商工会議所より派遣されました。同会議所

からは、シンガポールの他にはタイのバンコク、ベトナ

ムのホーチミンの各日本商工会議所へ、事務局長が

派遣されております。

私は、大阪商工会議所では派遣前に国際部に所

属しており、主に在阪中小企業の製造業拠点の海外

進出支援を担当しておりました。ご承知の通り、これら

中小企業の製造業拠点はインドネシアやベトナム、タ

イなどで集積が進んでおり、私の出張や視察団派遣に

ついてもこれらの国々が中心で、実はシンガポールに

長期にわたって滞在いたしましたのは、今回の赴任が

初めてでございました。赴任後数日の間、近代的なビ

ルが立ち並び、多民族が共存するシンガポールの様

子に圧倒されたことを、昨日のことのように思い出せま

す。

着任以来、EDBなどの政府機関の方々とお話しす

る機会も多く、また、僅か50年で急激な発展を遂げた

その歴史を学ばせて頂く場も多く頂きましたが、シンガポー

ル政府の柔軟かつ確固とした開発政策の運用に深く

感銘を受けると共に、日本や日本企業が同国でどれ

だけ経済･社会に貢献してきたか、知ることが出来まし

た。JCCIにつきましても、1969年の設立後45年が経ち

ましたが、過去の活動の歴史を紐解きましても、それぞ

れの時代時代に求められる役割を果たすべく、会員様

のご支援の下、数多くの活動を展開してきたことが分か

ります。現在のシンガポールでは、アセアンや南西アジ

ア、遠く中東やアフリカ、南アメリカまでもカバーする統

括拠点の設置が進み、会員様のニーズや業務内容も

ますます多様化しております。この変化に伴い、JCCI

に求められる役割も今後変化していくものと存じます。

まだまだ未熟な身でございますが、皆様の声に耳を傾

け、今の時代に必要とされる商工会議所活動を目指

し、支えるべく、努めたいと存じます。

　

最後になりましたが、各部会活動、委員会活動、賃

金調査や基金活動など、JCCIの全事業へご協力・ご尽

力を頂いております全ての会員様へ、心より御礼申し

上げます。皆様にとって、2015年が実り多き一年となり

ますよう祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただき

ます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
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「住めば都」を想う。
JCCI副会頭 / 第1工業部会　部会長
Nippon Steel  & Sumitomo Metal  Southeast  A sia P te.  Ltd .
Managing Direc tor
川口　敬一郎

明けましておめでとうございます。私は今年シ

ン ガ ポ ー ル で 四 度 目 の 正 月 を 迎 え ま し た が 、 四

年 前 と 昨 年 あ た り で は A S E A N 諸 国 の 各 都 市 の

風 景 だ け で は な く 経 済 の 様 子 も か な り 変 わ っ た

よ う に 感 じ ま す 。 四 年 前 は シ ン ガ ポ ー ル は も と よ

り、ASEANの経済大国であるインドネシア、タイの

成長率は著しく、とりわけ日系企業では自動車関

連企業の進出・拡張が相次いでいて、「とにかく

東南アジアだ」という声が強く上がっていました。

ところが、昨年あたりからアベノミクスの効果やら

2020年東京オリンピック決定やらで、日本の景気

も以前と比べると格段に改善したせいか、「どうし

て東南アジアの事業は儲からないのか」といった

言い方がかなり増えてきたようです。

タイ、インドネシアはGDP等の数字の上でも明

らかに景気減速感が見られます。とはいえ中間所

得者層の拡大や旺盛なインフラ投資需要からす

れば、依然としてASEAN諸国の経済発展への期

待は根強く、今年の後半あたりからは回復へ向か

うという予想が多いようです。私も基本は同じ想い

ですが、いくつか心配もあります。最も感じるのは

物価高でしょう。人件費や土地代もかなり上がっ

てしまいました。円安なので日本人にとってはな

おさらです。昨年７月に第一工業部会が中心となっ

てバタム工業団地視察ツアーを開催した際に、そ

この説明者は「バタムの魅力は“安さ”だ。」と自慢

気でしたが、実際には「シンガポールより安い」の

であって、今や日本の地方都市のそれらの方が

むしろ安い気がしました。

大国、中国は国家発展政策以降、欧米・日本

等の先進技術を恐るべきスピードで取り入れ、か

つ批判はあっても自らの技術・商品として取り込

んで来ました。今や中国企業があらゆる産業分野

で世界をリードしている感すらあります。しかし、

つい最近まで「世界の工場」と言われた中国も人

件費や物価の上昇で急速に競争力を失いつつあ

ります。

一方、ASEAN諸国はどうでしょうか。かつての

日本企業からすれば東南アジアで事業展開の理

由は人件費や土地代の安さだったのですが、少

なくとも東南アジアで物を安く造るメリットは次第

に小さくなる方向へ向かっているようです。私は、

中国の発展の背景には四千年以上に亘る文化と

りわけ教育の積み重ねがあると思っていますが、

東南アジア諸国はそれも薄いのが実態でしょう。

インドネシアにしても結局は資源輸出だのみであ

ったため、資源ブームが去り、自国の消費ニーズ

が強まると貿易赤字国に逆戻りするという構造的

な経済の脆弱性を露呈してしまいました。今後新

政権が構造的な経済改革を進めるとしても当面は

「外国頼み」です。そういう意味では先々中国以

上に深刻であるように思えます。

東南アジア諸国のリーダーたちは、経済的な格

差が拡大する中で圧倒的多数の低所得者層の不

満をどうコントロールしていくのかについても益々

難しさを迫られています。これまで小さな島国であ

るシンガポールは強力な政治的リーダシップで国

を豊かにしてきましたが、これからASEAN各国が

どう収めていくのか、どうやらシンガポールですら

各部会業界動向 2015
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そのあたりに行き詰まり感が出てきているようにす

ら思われます。

TTP交渉は、東南アジア諸国の勢いを取り込

もうという先進国の思惑と、東南アジア側参加国

には先進国に取り込まれてたまるかという意識が

強 く 働 い て い る よ う で す 。 ま た 、 物 価 が 高 騰 し 平

準 化 が 進 め ば 自 由 化 の 中 で は 最 終 的 に は 生 産

性 の レ ベ ル が 総 合 的 に 高 い と こ ろ が 勝 ち 残 っ て

いくのが現実。日本という国は少子高齢化という

課題を抱えつつも、そういう意味では将来的にも

強いのかもしれません。一方で東南アジアはどう

なっていくのか、四年間シンガポールで生活を営

み、ASEAN各国を歩き回っていると自然に「住め

ば都」です。好きになり、気になります。そんな気

持ちで新しい年を迎えました。

3 : 各部会業界動向 2015
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2015年を迎えて 
第2工業部会　部会長
K ik koman (S)  P te Ltd
General  Manager

林　久順

皆様、新年明けましておめでとうございます。

JCCI参加半年にして慣習により、第2工業部会

長を仰せつかりました。非常に不慣れな中、事務

局長を始めとするスタッフの皆様、また、会頭、先

輩理事、第２工業部会幹事の皆様からのご指導

を戴きながら、何とか今日まで来られました。この

場をお借りし厚く御礼申し上げます。

さて、第2工場部会は、化学、製薬、食品の各

製造業の集まりであり、業界動向をひとまとめに

お話しすることが出来ません。本日は、私が属す

る食品業界の流れについて、2014年を振り返り、

今後の展望をご紹介したいと思います。

まず第一に、製造業の共通の悩みとして、製造

コストアップ（人件費、ユーティリティーコスト、原

料費等）があげられます。特に、国内の労働力を

補うはずの外国人労働者の雇用に関する規制強

化（外国人雇用税の段階的引き上げ、EP・Sパス

の基本給引上げ、Job　Bank登録義務化等）によ

り人件費全体がアップしており非常に頭が痛いと

ころです。知らない間に、自社のオペレーターより

近くのコーヒーショップのウエイトレスの給料の方

が高くなったと話も聞きます。

今後、シンガポール政府がどのように対応して

いくのか、非常に興味があると共に、人件費を抑

制する方策を切に願うところであります。　

第二に、この2年間でのシンドルに対する円安

（2012年6月；S$1＝61円　⇒　2014年11月；S$1

＝90円）が急激に進んでおります。そのため、日

本製品が安価で輸入され、現地生産品と競合す

る場面が起こっていると耳にします。この点は、円

建て給与の駐在員の方々は、その変化を身を持

って実感しているところでもあります。

シンガポール政府は、輸入に頼る自国を鑑み、

円のみならず各国通貨に対しシンドル高を維持し

ていくと言われております。これは、現在、シンガ

ポール政府が力を入れている知的財産、金融中

心の国作りの方向性を裏付けており、この先、こ

の国で輸出用の単価の安い製品を作る製造業を

取り巻く環境が一層厳しくなっていくものと思われ

ます。

第 三 に 、 当 部 会 に 関 係 す る 明 る い 話 題 と し

て、2013年12月に「和食　日本人の伝統的な食

文 化 」 が ユ ネ ス コ 無 形 文 化 遺 産 に 登 録 さ れ ま し

た。

かなり以前から、和食ブームは、「和食＝健康」

のイメージで世界各地で起こっておりましたが、今

回は、登録を契機に日本政府を挙げて日本産食

品輸出を促進しており、アセアンのショーウィンドーと

言われているシンガポールでは毎月どこかで日本

産食品の紹介イベントが開かれております。紹介

される食品は各地の特産品（くだもの、日本酒、

焼酎等）、ラーメン、カレーライスまでに広がって

おります。

また、ここシンガポールでは、日本の大手外食

チェーンに加え、地方の有名なラーメン店の出店

が非常に活発であり、どこのショッピングセンターに

も回転すし店とラーメン店が必ずと言っていいほ

どあり、お客さんの入りも良いようです。一日で、

日本中の有名店のラーメンの食べ歩きが出来る
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ほどです。

こ の シ ン ガ ポ ー ル で の 成 功 事 例 を ア セ ア ン 各

国 に 展 開 さ れ 、 成 功 を 収 め つ つ あ る 企 業 様 も あ

り、今後の益々の発展が期待出来ます。

一方、まだまだアセアンのマーケットは一様で

はありません。一例として、食品のマーケティング

に重要である食材を購入する食品雑貨系の店舗

形態別売上割合をご紹介いたします。

シンガポールに次ぐ所得の高いマレーシアで

すら個人商店での売上が50%近くあり、タイ・フィ

ピリン・インドネシアでは80%以上が個人商店での

売上です。（シンガポール　の統計は示しており

ませんが、個人商店の割合は極めて低いです。）

これに、各国の諸事情（各所得層の割合、民族構

成、宗教等）を考慮すると、混沌したアセアン・マー

ケットを垣間見ることが出来ます。

「和食」という新しいキーワードを通して、アセア

ンでの日本の良さ（Made in Japan）が更に一層

浸透することを期待したいところであります。

第四に、近年、シンガポール政府の優遇制度

も あ り 、 ア セ ア ン 域 内 で の サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 拠

点としてシンガポールにアセアン統括本部を設置

さ れ る 企 業 様 が 第 2 工 業 部 会 企 業 様 の み な ら ず

JCCI加盟企業様に増えており、今後さらに増え

て 行 く 様 子 で す 。 シ ン ガ ポ ー ル の 地 政 学 的 な 重

要度が益々上がっていることを肌で感じておりま

す。

最後になりますが、近年、駐在員の諸先輩が作

られた名言、”WBS”、”OKY”、”OSO”に続き、

来年はどのような言葉が出て来るのか楽しみにし

つつ、皆様のご健勝と会員企業様にとって飛躍さ

れる2015年であることを祈念し、新年のご挨拶と

させて頂きます。本年もよろしくお願い申し上げま

す。

3 : 各部会業界動向 2015
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一 眼レフ、ミラーレス、コンパクトカメラの
違いと販 売動向
JCCI運営担当理事 / 第3工業部会　部会長
Canon Singapore P te.  Ltd . 
President & CEO
小西　謙作

新年明けましておめでとうございます。

2012年1月よりシンガポールに再赴任となり、

今年度第3工業部会長を仰せつかりました。事務

局長を始めとするスタッフの皆様、また、会頭、副

会頭、先輩理事諸氏からのご指導も賜りながら活

動を進めて参りました。この場を借りて厚く御礼申

し上げます。

今年はシンガポール独立50周年を迎え、様々

なイベントが予定され、写真を撮る機会も増える

と存じます。近年スマートフォンが爆発的に普及・

拡大しておりベトナムやタイなどの中間新興国は

おろかミャンマーやラオスなどにおいても都市部

の若者を中心に広がっております。アジアにおい

て、多くの人々が最初にもつカメラは今のところス

マートフォンのカメラ機能ということになります。誰

もが簡単に写真撮影できるスマートフォンを保有

している時代において、従来型カメラも単なる「撮

影ができる機器」以上の付加価値が求められております。

現在、カメラは大きく分けて、レンズ交換が可能

で大きなレンズを活かした高画質かつ動きの早い

被写体の撮影に適した一眼レフカメラ、そこから

プリズム部とミラーユニット部を取り除き低価格化・

小型化したミラーレスカメラ、そしてレンズ一体型

で小型なコンパクトカメラに分類されます。この中

でも、ミラーレスカメラは一眼レフカメラ並みの高

画質をコンパクトカメラと同等の小さなボディで撮

影できるカメラとして、シンガポールではレンズ交

換カメラの4割以上を占めるなど、日本、中国、タ

イなどアジア地域を中心にここ数年売上げ台数を

大きく伸ばしております。

一眼レフカメラで撮影したような明瞭感やボケ

感がある写真をコンパクトなボディで楽しめるとあっ

て、流行に敏感な若年層や子育て世代に人気の

ミラーレスカメラですが、購入者の中からは、付属

の標準的なセットレンズでは思ったような写真が

撮れず、かといって高価な交換レンズを何本も揃

えるのは難しいという声も出てきております。レン

ズ交換式カメラは雄大な風景を収める広角レンズ

やケーキなどをよりおいしそうに写し出す接写レ

ンズなど、用途に応じて使い分けることにより、そ

の真価が発揮されるので、カメラのポテンシャルを

引き出すという観点からは非常に残念な状況です。

そこで、ここ1,2年で注目され始めたのがプレミ

アムコンパクトカメラという新しいカテゴリーです。

一眼レフカメラとほぼ同等の大きな画像撮影セン

サーを搭載しながら、コンパクトなボディを実現し

ており、さらに一眼レフカメラであれば接写レンズ

や広角ズームレンズ、単焦点レンズなど4-5本分

の撮影領域をカバーするクオリティの高いレンズ

を搭載することで、10万円前後の価格帯ながら、

中級クラスの一眼レフに迫る画質の撮影が可能で

す。これを一眼レフで全て揃えると40万円くらい

の予算は必要です。一眼レフカメラなみの画質を

もったプレミアムコンパクトカメラは、写真趣味層

に加え、カメラ一台で色々楽しみたいライトな写真

趣味層にも支持され、急速な拡大をみせておりま

す。既存カメラ市場の縮小に悩まされているカメラ

各社も付加価値を提案できる市場として多くの特

徴的な新製品を投入しており一層の拡大が期待

されています。
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ス マ ー ト フ ォ ン で 撮 影 の 楽 し み を 知 っ た 人 々

に、ファインダーを通じて撮る喜びや撮影者の想

像力を具現化する力をもった一眼レフカメラ、レ

ンズ交換の機能性を小型ボディで楽しめるミラー

レス、そして一眼レフカメラの画質をコンパクトな

ボディで手軽に楽しめるプレミアムコンパクトカメ

ラ 、 こ れ ら の 商 品 群 を ユ ー ザ ー の 楽 し み 方 の 違

い に あ わ せ て 、 提 供 し て い く こ と に よ り 、 東 南 ア

ジ ア に お い て も 芳 醇 な 写 真 文 化 を 醸 成 し て い く

ことができると考えております。スマートフォン需

要 の 勢 い が 一 巡 す る 2 0 1 5 年 頃 ま で は 、 カ メ ラに

とっては厳しい市況が続くと想定されております

が、Facebookなどの普及による写真を見る機会

の爆発的増加を追い風として、一生の思い出をよ

り良く残すためのサポートを続けてまいりたいと考

えております。

3 : 各部会業界動向 2015

■カメラの心臓部であるセンサーサイズの違い

大きいほうがより魅力的な画質の撮影が可能。 

■一眼レフ、ミラーレス、コンパクトカメラの構造の違い
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2014年の回顧と2015年の展望
貿易部会　部会長
Marubeni  A sean P te.  Ltd .
COO
出口　洋一郎

新年あけましておめでとうございます。

振り返りますと、2014年の世界経済はまだら模

様の一年でした。米国では雇用が順調に回復し、

消費も底堅く推移する中で量的緩和の縮小が着

実に進展しましたが、欧州の景気回復は足踏み

状 態 に あ り ま す 。 日 本 に お い て は 、 消 費 増 税 後

の 内 需 の 回 復 を 見 極 め る 状 況 が 続 き ま し た 。 他

方、新興国では中国の景気減速懸念をはじめ、

ウクライナやイラクでは地政学的リスクが顕在化す

る等、全般的に停滞感が感じられました。その中

で、ASEANはタイのクーデターやインドネシアの

大統領選挙など、一時的な混乱や停滞があった

ものの、全般的には堅調な一年だったと言えるの

ではないでしょうか。

2 0 1 5 年 は 世 界 経 済 の 本 格 回 復 が 期 待 さ れ る

中、ASEANが改めて注目されるとみています。最

大の理由は言うまでもなく、2015年末に発足する

予定のASEAN経済共同体（AEC)です。貿易及

び 投 資 の 自 由 化 は 域 内 経 済 の 一 層 の 活 性 化 に

つながり、とくにCLMV4ヶ国の経済成長の加速

が期待されます。また、チャイナ・プラスワンの流

れが続く中、東南アジアへの生産拠点の移転や

域内分業の進展が予想され、シンガポールでは

ASEAN統合に向けた中核拠点の設立が進むもの

とみられます。また、ASEANにおける中間層の台

頭や都市化の進展といった中長期的なトレンドが

より鮮明になってきており、消費市場の変革や地

場の有力企業の動向も注目されます。

年 後 半 に は タ イ や ミ ャ ン マ ー で の 総 選 挙 が 予

定され、政治動向にも焦点が当たります。また、

米国の利上げの実施時期と新興国への資本の流

れの変化も定期的に話題に上ることが予想されま

す。しかし、AECがもたらす成長ポテンシャルを

考えると、2014年に軟調だったASEAN向け投資

も再び盛り上がりを見せるものと期待しています。

さて、ここシンガポールはといいますと、2015年

は独立50周年の節目の年となります。予て的確な

経済政策により右肩上がりの発展を続けているシ

ンガポールにしても、都市化や少子高齢化に伴う

諸問題を抱えています。昨今の政府首脳のスピー

チ に お い て も 経 済 か ら 福 祉 へ の シ フ ト 傾 向 が 伺

え、量から質の成長に向かっていくのではと思わ

れます。このように徐々に環境は変化しています

が、AEC、イスカンダル開発等々、シンガポール

は引き続きアジアのグローバルハブとしての魅力

を保ち、その経済圏が拡大していくのは間違いな

いと確信しています。これは、シンガポールに拠

点を構えるJCCI会員企業にとっても益々ビジネス

チャンスが拡大することを意味します。

新しい2015年が皆様にとり実り多き一年になり

ますよう祈念して、新年の挨拶とさせていただきま

す。
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2015年　新たな年への期待
JCCI副会頭 / 金融・保険部会　部会長
Tok io Mar ine Insurance Singapore Ltd.
Managing Direc tor
結城　実

会員の皆様　

新年明けましておめでとうございます。

昨年はアベノミクス２年目、３本目の矢である成

長戦略の具体化が注目され、また、ウクライナ情

勢やエボラ出血熱といった大きなリスクの発生も

あり、株価など経済指標は必ずしも順調ではあり

ませんでした。こうした中、１０月末に日銀が追加

金 融 緩 和 を 発 表 。 米 連 邦 準 備 理 事 会 が 量 的 緩

和の終了を決めた２日後のことでした。このサプ

ライ ズ 追加緩和で 為替は１ドル ＝１１４ 円に 下落

し、日経平均株価も７年ぶりに１７，０００円を上回

りました。一方、米国では、中間選挙で民主党が

歴史的な大敗を喫し、野党共和党が上院でも過

半数を獲得しました。共和党が上院下院を制した

ため、オバマ大統領の政権運営は一段と厳しくな

り、米国のリーダーシップの更なる低下、地政学

的な問題の頻発が懸念されています。これが本原

稿を作成している１１月上旬の状況です。

金融保険部会で１０月に経済・為替・金利動向

セミナーを開催しました。３名のパネラーの方は、

長期的な円安傾向を予測され、また、２０１５年１２

月時点で１ドル＝１１４円程度まで円安が進行す

ると話しておられました。瞬間的ではありますが、

１ヵ月後の１１月上旬にこのレベルに達した訳で、

日銀の追加緩和はまさにサプライズだったという

ことだと思います。いずれにせよ、やや失速気味

だったアベノミクスを日銀が援助した形ですが、

安部政権が消費税を予定通り再度引き上げる決

断を行うか、皆様が本稿をご覧になる頃には結論

が出ていると思います。

私の仕事である損害保険業に関連するリスクと

いう観点でも、今年は色々な事が起こりました。マ

レーシア航空機の消息不明、その後のウクライナ

上空での撃墜事故、エボラ出血熱、イスラム国と

いった大事件が記憶に新しいところですが、日本

国 内 で も 、 広 島 で の 土 砂 災 害 、 御 嶽 山 噴 火 、 大

型台風の直撃といった大きな災害が発生した年

でした。長年損害保険の仕事をしておりますが、

これだけ様々なリスクにより事件や事故が発生し

た年は過去に余りなかったように思います。また、

被害に遭われた会員企業様には謹んでお見舞い

申し上げます。日本での、最近数年間の自然災

害の傾向としては、温暖化などの影響により過去

顕在化していなかった災害の発生や危険度の増

加による災害の大規模化が顕著です。前者の例

は、竜巻による被害です。また、（災害と言うかど

うかは別にして）シンガポールでお馴染みのデン

グ熱が日本で発生するとは考えていなかったと思

います。後者は、局地的な集中豪雨による洪水や

大型台風などです。

よく言われることですが、グローバルなサプライ

チェーンの展開により、離れた国で発生した災害

や事件により、企業のオペレーションが大きな影

響を受けることがあります。ASEAN諸国は既に密

接な関係を持っていますが、ＡＥＣにより更に大き

な経済圏として発展していくことになります。従っ

て、ＡＳＥＡＮ域内の様々なリスクを予め想定し、

準備しておくことが当地で活動する企業にとって

非常に重要と思います。また、我々の所属する金

融・保険業界もリスクマネジメントで会員企業の皆

様のお役に立てるのではないかと思います。
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今年はシンガポール建国５０周年です。シンガ

ポールにとって新たな飛躍の第一歩の年になりま

す。我々在シンガポールの日本企業にとっても、

今年が新たな良きスタートの１年となるよう祈念し

ております。

最後になりましたが、皆様のご健勝と会員企業

様のご発展を心よりお祈り申し上げます。

3 : 各部会業界動向 2015
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になっています。

この発表においては、プレハブ工法等の生産

性向上のための新工法の採用や、サプライヤーも

含めたBIM（Bui ld ing Information Model ing）の

活用等が言及されております。その推進のための

補助金制度においては、基金総額をこれまでの3

億3,500万ドルから更に5,500万ドルを追加するこ

とによって、企業に対してより一層の生産性向上

に向けた努力を求めています。

BIMとは3次元の建物のデジタルモデルに、設

計・施工・維持管理に至るまでの情報を取り込む

事 で 業 務 の 効 率 化 を 図 る も の で 、 シ ン ガ ポ ー ル

に お い て は 先 進 的 な 取 り 組 み が な さ れ て お り ま

す。2013年よりBIMモデルによる建築申請が段階

的に義務付けられてきましたが、2015年7月から

は、5,000㎡以上の新築工事において義務付けら

れることとなり、更なるBIMの活用推進が企業にと

って必要となってきます。

プレハブ工法等の新工法活用に関しては、労

働生産性が伸び悩む建設業界において、非熟練

外国人労働者の大量雇用からの脱却を目指す政

府方針が具体化されたものに他なりません。外国

人労働者雇用税の引き上げはこれまでも段階的

になされてきておりますが、2015年7月、2016年7

月にはそれぞれ更なる雇用税の引き上げが予定

されています。また、2017年1月から建設会社に

対し、雇用する外国人のワーク・パーミット（WP）

保持者の10%を高技能の熟練建設労働者（R1）と

することを義務づけることを発表する一方で、熟

練労働者の雇用を維持する建設会社に対し、外

国人雇用税の負担軽減を図ることが表明されて

い ま す 。 プ ロ ジ ェ ク ト の 規 模 に 応 じ て 、 特 定 の 技

2015年建設市場の動向について
建 設部会　部会長
TAKENAK A CORPOR ATION　
Senior  E xec t ive Managing O f f icer　
長田　士郎

新年明けましておめでとうございます。

■建設市場動向

2 0 1 4 年 の シ ン ガ ポ ー ル の G D P は 、 前 年 同 期

比に お い て 、 第 1 四 半 期 で 4 . 8 % 、 第 2 四 半 期 で

2.4％、第3四半期は速報値で2.4%の成長が見込

まれ、年初と比べてその伸び率が比較的低調に

推移しており、通年での成長率予想は2.5%～3.5%

とされています。建設投資についても、第1四半

期での前年同期比6.8％成長に対し、第3四半期

では前年同期比1.4%成長と低調な推移をみせて

お り 、 そ の 要 因 と し て 民 間 部 門 の 建 設 投 資 低 迷

が挙げられております。（Ministry of  Trade and 

Industry発表）

一 方 、 イ ン フ ラ 投 資 に 関 し て は 、 M R T に お い

て、建設中のトムソンラインとの将来的な直通運

転が予定されているイーストコーストラインの新設

計 画 が 発 表 さ れ て い ま す 。 計 画 に よ れ ば 、 全 長

13ｋｍ、全9駅、総事業費約68億シンガポールド

ルのプロジェクトで、2015年に入札を実施、2016

年より着工となっております。また、チャンギ国際

空港では、既に建設中のターミナル４の他、ター

ミナル１の駐車場跡地における大規模複合施設

の「Project　Jewel」建設工事、将来のターミナル

５建設に向けた空港拡張準備工事が動き出しま

す。

■建設業を取り巻く環境

近 年 シ ン ガ ポ ー ル 政 府 主 導 に よ っ て 生 産

性 向 上 に 向 け た 様 々 な 取 組 が 進 め ら て い ま す

が、BCAにより、生産性向上に向けたロードマッ

プの第2弾が2015年中に発表される事が明らか
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能・資格を有する労働者を配置する事を義務付け

ているCore Trade制度への対応も含め、建設業

界としてこれまで以上に熟練労働者の確保・育成

を推進し、シンガポール政府の求める「量より質

への転換」に応えていかなくてはなりません。

■終わりに

シンガポールは建国50周年を迎えます。他国

に比べればカントリーリスクも比較的小さく、今後

も政府主導での長期的開発計画を中心に堅調な

建設需要が見込まれます。日系建設会社にとっ

ては従来その技術面や品質面を評価されて一定

のシェアを確保し、海外進出における主要拠点の

一つとして発展してきました。この立場を維持して

いくためにも、建設部会会員各企業と共に、様々

な環境変化に適宜対応し、シンガポール社会に

貢献していきたいと思っております。

最後に、2015年が皆様にとって実りある良い一

年となります事を祈念し、新年の挨拶とさせてい

ただきます。

3 : 各部会業界動向 2015
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国際展示会における物流の役割
運輸・通信部会　部会長
Yusen Logist ic s  (Singapore)  P te.Ltd.
Chief  Regional  O f f icer 
木村　敏行

2015年スタートにあたり、2014年の物流動向

を「国際展示会」をキーに振り返り、シンガポール

における日系企業の進出・事業拡大に、物流業

界・JCCI運輸・通信部会として今後どのように足

元を支える役割を果たしていくかを考察する。

本稿においては、国際展示会の中でも、シンガ

ポールにおいて年々その量が増えており今後も

成長が見込まれる食品に着目し、日本食品に特

化した総合見本市、”Oishi i  Japan”を取り上げ、

物流がどのような役割を担ったかをみていくことと

したい。

“Oish i i　Japan”イベントは、2014年10月16日

から18日に開催された。出展者は266社・団体、

来場者は10 ,110名となるASEAN最大級の日本

食品に特化した見本市である。

1 6 日 、 1 7 日 は T r a d e r 　 D a y と し て 、 B u y e r , 

Distr ibutor,  Retai ler,  Restaurantといった業界

関係者が集う商談の場、18日は一般消費者への

販売、日本食に親しむ場となった。 

 (出典 : Department of Statistic Singaporeホームページ、

http://www.singstat.gov.sg/statistics/browse_by_theme/trade.html)

 (出典 : Oishii Japanホームページ、 http://www.oishii-world.com/jp)
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本イベントにおいて物流の果たした役割は、①

日本国内における輸出手配、②国際海上・航空

輸 送 手 配 、 ③ シ ン ガ ポ ー ル に お け る 輸 入 手 配 、

輸入代行、④シンガポールでの保管・配送、⑤会

期中及び会期後の物流コンサルテーション、⑥返

送品手配である。

まず、①日本国内における輸出手配、及び②

国際海上・航空輸送手配について。本イベントの

出展者はこれまでに海外展開していない、或いは

限定的な展開であるところが多かったため、輸出

入に必要な書類や梱包形態、輸送方法、費用見

積もり等、幅広くサポートをおこなった。

商品特性に応じた輸送方法、保冷梱包のアド

バイスをはじめ、農林水産庁、動物・植物防疫所

への書類確認等は、物流ノウハウのほか、現地事

情に通じた対応が求められるところである。また、

食品輸送で重要となる鮮度保持やダメージ防止

には、CA(Control  Atmosphere)、Containerや

防振パレットといった物流テクノロジーも用いられた。

次 に 、 ③ シ ン ガ ポ ー ル に お け る 輸 入 手 配 ・ 代

行であるが、前述の通り、多くの出展者はシンガ

ポ ー ル に ま だ パ ー ト ナ ー を も っ て い な い た め 、

物 流 業 者 に て 輸 入 代 行 、 及 び 必 要 ラ イ セ ン ス ・

書類の確認等を関係省庁(AVA:　Ag r i -Food& 

Ve t e r i n a r yやIE　S i n g a p o r e :　 I n t e r n a t i o n a l 

Enterpr ise Singapore等)に対して行った。

特に加工食品については、シンガポールで流

通していないものも少なくなく、成分表等をもとに

AVAと密な連携を取り、規制該当の有無を確認した。

　

④シンガポールでの保管、配送に関しては、商

品毎のシンガポールへの輸送、会場への搬入、

設定温度帯(冷凍、チルド、クール、常温等)に適

したFree　Zone内外の保管場所を勘案した。ま

た限られた指定時間内の搬入、多品目少量の取

扱、各商品設定温度に応じた保冷管理といった

条件がある中、最適な混載配送スケジュールを組

むことで出展者の輸送とコストへの要望に応えた。

将来の食品ビジネス展開に向けた⑤会期中、

会 期 後 に お け る 物 流 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン に お い

て、出展者・来場者から一番関心が高かったのは

物流コストに関するものだった。

よせられた問い合わせは、契約ターム、コール

ドチェーンを保つための輸送・梱包、シンガポー

ルでの在庫保有方法、配送センター納め或いは

小 売 店 舗 ま で の 直 送 の 比 較 、 集 約 出 荷 の メ リ ッ

ト、等々、さまざまだったが、物流コストはそうした

諸条件により大きく変動することから、個々のビジ

ネスに応じた提案が不可欠となる。

最後の⑥返送品手配は、当初より返送予定の

ものは一時輸入制度を利用し、会期後に集荷・梱

し、日本への海上・航空輸送手配を行った。

今 回 は 特 に ” O i s h i i 　 J a p a n ” に つ い て 触 れ

た が 、 シ ン ガ ポ ー ル は こ の ほ か に も A i r 　 S h o w , 

Power Logist ics,  SCM and Manufactur ingとい

った多くの展示会が開催されている。

日 本 企 業 の 海 外 新 規 展 開 へ 物 流 業 界 は サ

ポ ー ト 、 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン が 強 く 求 め ら れ て お

り、2015年もJCCI運輸・通信部門としての責を担

っていきたい。

3 : 各部会業界動向 2015
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観 光・流 通・サービス部会の活動について
観 光・流 通・サービス部会　副部会長
Buk it  Batok Dr iv ing Centre Ltd.
Managing Direc tor
鵜木　ゆみこ		

皆様、あけましておめでとうございます。

昨年の日本経済は景気低迷、震災復興も原発

問題も半ばという状況で、広島をはじめとした大

規模土砂災害や御嶽山の噴火など次々と降りか

かる自然災害はあとを絶ちませんでした。今年は

穏やかな年になりますよう願ってやみません。

まずは昨年の部会活動を振り返りたいと思いま

す 。 当 部 会 は 業 種 が 多 岐 に わ た り 、 す べ て の 部

会会員に共通したテーマを選ぶことは難しいです

が、逆に部会内で他業種を知る機会を得たり、情

報交換ができるというメリットがあるかと思います。

昨年度は年度の初めに新任者と新加盟企業の

歓迎会で交流するところからスタートしました。部

会会員数は近年増加傾向ですが、シンガポール

または、シンガポールをハブとしたアジアでのビジ

ネスに進出される個人、企業が増えているのに伴

い、それをサポートするビジネスサービス関連の

会員が増えているのが特徴です。また若く起業さ

れる方、入社直後からの駐在などにより、若い方

も多く、大変賑やかな会となりました。日本では、

海外への留学生の減少や、海外に興味のない若

者が増えているという報道もありますが、当地に限

っては当てはまらないように思えます。

昨年の活動は、他部会との交流を深めるため、

合 同 の 視 察 会 の 回 数 を 増 や し ま し た 。 そ の 中 で

も、当部会主催の「PSAインターナショナル・港湾

施設視察会」ではPSAインターナショナルが運営

するシンガポール国内の最大級規模を誇るPas i r 

Pan jang　Termina lを見学し、シンガポール港湾

機能への理解を深めることができました。また8月

のスポーツハブ視察会ではナショナルスタジアム

の最新技術について説明を受け、普段は立ち入

ることのできないバックヤードも見学することがで

きました。その後10月のサッカー日本代表-ブラ

ジル戦では、部会の多くの方々が観戦し、実際に

最新の施設を体感されました。

また、 他部会との共催の「シンガポールの航空

関連産業の現状と将来像について」の講演会や、

インドネシア•バタム島のノングサ開発地域視察会

には当部会からも多くの方が参加され、知見を広

めることができました。

年末には、毎年、忘年昼食懇談会を開催する

ことが恒例となっておりますが、昨年は、初の試み

として、自社PRプレゼン大会を併催しました。10

分の持ち時間で6社のプレゼン、各社の特徴や強

みを理解するよい機会となりました。

さて、今年の部会業界動向となりますと、部会

全体をまとめるのは難しい為、私が関わっており

ます教習所関連（交通・免許教育）について少し

だけ触れさせていただきたいと思います。ご存知

の方も多いとは思いますが、シンガポール政府は

約30年前に交通事故減の為に日本の免許制度

をモデルに教習システムを確立しました。現在、

シンガポールにある3つの教習所のうち、私が出

向しているBukit Batok Driv ing Centre Ltd. と

Singapore Safety Driv ing Centre Ltd. の2校

はHondaが出資して、安全運転教育のノウハウを
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提供しています。

シ ン ガ ポ ー ル の 交 通 事 故 死 者 数 は 1 0 万 人 あ

たり2 . 9 4人（2013年）、2010年から死傷事故件

数も減少傾向で2013年は6,426件でした。政府

の交通の3要素のEng inee r i ng ,　En fo rcement , 

Educa t i onの施策が功を奏しているといえます。

特に、Educa t i onでは免許制度の改善や進化の

貢献が大きいと思います。そのような状況でも人

が車を運転する限り交通安全は永遠の課題で、

その取り組みは終わることはありません。今年早々

には運転中に携帯端末を持つことが罰則対象と

なります。また、人口の3分の１を外国人が占める

シンガポールならではの様々な施策、たとえば免

許 証 書 き 換 え の 際 、 学 科 試 験 だ け で はな く講 習

受講を義務付けたり、職種をドライバーとしてビザ

を取っている外国人に対しては学科試験だけで

なく、実技試験も行われるなど、より安全でスムー

ス な 交 通 社 会 を め ざす 施 策 が 講 じ られ る予 定 で

す。

一方、車の台数については今年から2018年1

月までは増加率は0.25％に引き下げられます。

限られた国土の中、道路の延長の可能性も少な

く、渋滞や環境の観点から、すでに100万台に近

い登録車の数をこれ以上増やせないということで

す。COEは買い替え需要で発券は多くなるもの

の、価格は多少の変動はあっても劇的に下がるこ

とはないかと思います。公共交通機関の充実によ

り、国民の利便性を確保していくという方向性で

す。環境や台数抑制の観点からはカーシェアリン

グも推進されることでしょう。車を所有し、運転した

3 : 各部会業界動向 2015

いという人間の欲求は変わりませんが、免許を取

得しても、所有できるとは限らないので、四輪免許

保有者数は微増で、免許をとり急がない傾向が続

くと思われます。

このように免許制度一つ取り上げても、限られ

た国土でユニークな施策と国民の満足のバランス

めざすシンガポールで、日本ブランドがどのように

発信できるのか、日本のビジネスがどのように活

きるのか、今年も部会の皆様と考えてまいりたいと

思います。

皆様にとって安全でよい年になりますよう祈念

申し上げます。
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新春特集　座談会

出席者:  佐々木　淳一/ 会頭 （ITOCHU Singapore Pte Ltd）
                        大谷　文夫/副会頭（Toshiba Asia Paci f ic  P te Ltd）
                        末延　幸辰/理事 （Mitsubishi  Chemical  Singapore Pte Ltd）
                        西尾　幸恭/理事（The Bank of  Tokyo -Mitsubishi  UFJ,  Ltd）
                        長谷部　雅也/参与 （JETRO Singapore）
司  会 :     河原畑 敏幸 理事/広報委員長 (Japan Air l ines Co. ,  Ltd)

2015年月報新年号「新春特別座談会」

ASEANと日本、過去、現在そして未来　

－シンガポール建国50周年を踏まえて－
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会社 紹介、会社設 立から現在まで、
将来に向けての展 望

河原畑：本日はご参加いただきましてありがとう

ございます。JCCI月報1月号恒例となりました座

談会を開催させていただきます。

今年2015年は何々周年と呼ばれることが多い

年です。例えば、第二次世界大戦終戦70周年目

にあたり、これは中国から見れば対ファシズム、抗

日勝利70周年記念ということになります。また日

韓におきましては日韓基本条約締結の50周年で

す。韓国側からしてみれば日本の植民地支配か

らの完全な開放ということなのでしょうか。そのよう

な意味ではナショナリズム高揚とか対日批判等の

プロパガンダに利用されやすい政治の年でもある

のかなと思います。もう一つ、ここシンガポールは

建国50周年という節目の年を迎えました。そのよ

うなこともあり、まずシンガポール/アセアンと我々

とのかかわり合いについてお話しを進めて参りた

いと思います。

自己紹介、お会社の紹介と共に、長年当地シ

ン ガ ポ ー ル で 事 業 を 展 開 し て こ ら れ た 各 社 の 歩

み、今抱えている経営課題そして将来に向けての

展望などお話し願います。

佐々木：先ずは本年がシンガポール建国５０周

年と言う記念すべき年である事で、JCCIがどの様

に発展して来たかについて、少々過去にさかのぼ

り簡単にご紹介し弊社の話をさせて頂きます。

JCCIは1969年に設立し、2015年には46年目

となります。シンガポールの経済発展と共にJCCI

は成長を遂げてまいりました。会員数は外資導入

による輸出拡大という経済政策の発展に支えられ

98年には883会員まで増えましたが、アジア金融

危機の後減り始めまして2009年には、これがボト

ムですが、719会員まで減りました。その後、リー

マンショック後2010年から再び上昇傾向に入り、

今の時点で805会員まで戻りました。その構成で

ございますが、8部の部会からなり、中心は3つあ

る工業部会で第1、第2、第3工業部会を合わせま

すと現在約45％の会員数でございます。最近の

傾向は観光、流通、サービス部会が会員数を伸

ばしております。直面している労働者不足、高労

働コスト、高いユーティリティコスト等の諸問題は

あるものの、産業の高度化、効率化の動き、加え

て 優 遇 税 制 や 優 秀 な 人 材 を ベ ー ス と し た ア セ ア

ンのハブとしての統括会社設立の動きも活発であ

り、会員構成が少しずつ変化をしながらも持続的

に発展していくと確信しております。2015年には

さらなる会員数の増加を期待するものでございます。

伊 藤 忠 シ ン ガ ポ ー ル 会 社 で ご ざ い ま す

が、1956年に駐在員事務所を設立して、約59年

という歴史がございます。商社として色々な商品

のトレードと投資をコアのビジネスとして発展を遂

げておりますが、特に３国貿易のハブという事で

多岐にわたる商品のトレードがここシンガポール

で の 大 き な 収 益 の 柱 で す 。 取 扱 商 品 で ご ざ い ま

すが　原重油、石油製品、LPG,石化製品及び紙

パルプ、セメント、飼料穀物、パームオイル、乳製

品 、 コ ー ヒ 、 木 材 、 天 然 ゴ ム 、 石 炭 、 船 舶 、 航 空

機、建設機械、繊維アパレル等様々な商品をここ

をハブとして世界中から仕入、世界中に販売して

ます。2005年からGTPグローバルトレーダープロ

グラムを取得しまして、三国トレードの拡大を推進

しております。加えて、伊藤忠トレジャリーセンター

アジアを設立しファイナンスをグループの事業会

社に提供しています。最近ドールアジアホールディ

ングスを設立して、ドールのバナナ、パイナップル

といったフレッシュもしくは缶詰等のグローバル食

品加工事業をシンガポールで統括しオペレーショ



41

ンも行っています。この様にシンガポール会社が

アセアン・インド等での投資案件に本社と一緒に

参画し、ここにオペレーション会社を作り事業収

益の拡大を図るケースも最近顕著に増えて来てま

す。

大谷：1995年、地域のヘッドクオーター機能を

集約した東芝アジアパシフィクリミテッドという会社

をそれまでシンガポールの中核製造会社であっ

た東芝シンガポールプロダクトからスピンアウトし

て設立致しました。

現在、アジア・オセアニア、そしてインド・パキ

ス タ ン と い っ た 地 域 を カ バ ー す る 会 社 と し て 、 約

70社の製造現法、販売現法、関連会社を統括す

る、即ち各事業部門に横串を通しコーポレートガ

バ ナ ン ス を 効 か せ る 、 特 に コ ン プ ラ イ ア ン ス 、 広

報、広告、デザイン、などの分野を担当しておりま

す。因みに具体的な予算等統括機能等は本社の

各事業部門が担っております。但し一部社会イン

フラ系やクラウドビジネスについては事業部門を

会社の中に持ち、自分たちのところで営業活動も

行っております。

もともとリエゾンオフィスがフィリピン、ベトナム、

タイ、インドネシア、マレーシアにありましたが、そ

れらの現地法人化を進めて参りました。また伊藤

忠さん同様、近隣諸国を含めた全体の金融の元

締めを担う会社も去年から中に入れて運営してい

ます。

西尾：三菱東京ＵＦＪ銀行シンガポール支店は

2012年に55周年をやらせていただきましたので、

先 ほ ど 会 頭 の お 話 か ら す る と 伊 藤 忠 さ ん が 駐 在

員事務所を開設された直後ぐらいに、うちも駐在

員事務所を開いて活動をしてきたということになり

ます。ただ、前身の横浜正金までさかのぼると実

はもうすぐ100年になります。その間戦争がありま

したけれども、それを除けば撤退することなく根を

張って頑張ってきたわけです。

アジア地域は2013年の7月まで1つの地域本部

として統括されておりましたが、今は中国、香港、

台 湾 、 韓 国 、 モ ン ゴ ル を 統 括 す る 東 ア ジ ア 本 部

と、アセアン諸国、インド、パキスタン、オーストラ

リア、ニュージーランドをカバーするアジア・オセ

アニア本部の2本部制に移行しました。これに伴

い、アジア・オセアニア本部の本部部隊は本部長

を含めて東京からシンガポールに移転、弊行のア

ジア・オセアニアにおける本部機能はシンガポー

ルに存在する形になっています。

加えて、これまでアジア各国では基本的に各々

の支店がその国での業務運営に責任を持つ形で

運営されてきましたが、先ほど佐々木会頭、それ

から大谷さんのお話にもありましたように、いわゆ

る地域本部（Regional  Head Quarter）を置かれ

ている日本の会社さんが非常に多くなってきたこ

とに対応、我々ももう少しシンガポールだけでなく

この地域を面で捉えたサービスが提供できるよう

にしなければいけないという問題意識の下、シン

ガポールについては従来のシンガポール支店と

いう営業体制をやめてこの7月からアジア・オセア

ニア営業部に組織変更、域内の営業活動のコー

ディネイトやサポートをするという機能を名実共に

受け持つ形としました。

各種本部機能の移転はここ数年をかけて実施

して参りましたが、これに伴い人員も2009年3月

の650人から現在は1,200人を超え、かなり大きな

オペレーションとなっています。

末延：三菱化学とシンガポールとのかかわりと

いう意味では、弊社は化学メーカーでございます

が、三井化学さんや住友化学さんと比べますとか

なり歴史が浅く、実際プラントを持っておりません

でした。とは言え、かれこれ20年を超えます。最
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初はリエゾンオフィスやトレーディングを担ってき

たのですが、その後持ち株会社である三菱ケミカ

ルホールディングスという会社を東京が創りました

ところ、どんどん傘下に入りまして、結果的には現

在ここシンガポールでもプラントが結構ある組織

形態になってきております。

各国のホールディングス会社とは先ほど西尾さ

んがおっしゃったリージョナルヘッドクオーターで

すが、これも非常に我社でも流行りでして、ホールディ

ングスとして世界にリージョナルヘッドクオーターがあ

るのは、アメリカ、中国、ヨーロッパです。第4番目

を実はシンガポールに創ると言いますか、私が知

らないところでホールディングスの経営執行会議

では前向きに取り進めてみろというような話にもな

ったのですが、いろんな難しい面もありとりあえず

ペンディングになっております。とは言えシンガポー

ル の み な ら ず ア ジ ア 地 域 で は 三 菱 ケ ミ カ ル ホ ー

ルディングスの傘下の会社が大分出て来ておりま

す。

ただ、世界の他の３つのホールディングスを見

ますと、基本的にはコーポレートガバナンスを効

かせるようなアドミ（経営管理）を中心に展開して

いて、実質的な営業や事業統括、プロフィットセン

ターのような機能はまだできてないのが実態でご

ざいます。そういう中で、このシンガポールでその

ような機能展開をやったらどうかということで、話

は何度か出たり消えたりしているのですが…。私

の感触ではシンガポールだけだったらできるかな

とは思っているのですが、やはりアジア全体を統

括管理するとなると非常に難しいものがあると思

います。プラントでは三菱レイヨンさんとか、三菱

樹脂さん、あと田辺三菱製薬さんと、そして今度

大陽日酸さんが一緒になりましたので、そうなりま

すとオンサイト工場もあり多くの会社がシンガポー

ルに入っていることになります。おそらく今年2015

年はシンガポールをどうするか、あるいはアジア

の統括をどうするかをじっくり考えていく年になり

そうです。

少々ディーテイルに入りますけど、我が社も遅

ればせながらチャイナプラスワンといういうか、中

国にはひと通りいろいろ事業を進出させ、ある程

度整った感がありますので、今はやはり東南アジ

アに目を向け始めています。マーケットとしては中

国と比べるとそれほど大きくないのですが、やはり

商品をひとつずつ拾っていこうということになって

おり、特にアセアンではこのシンガポールに、次

にどこの国が大きくなるかを見極めるまでちょっと

拠点を置くということで事業部単位、事業単位で

1人か2人ですが各会社から送り込まれてきてお

ります。よくハブ空港と言いますけれども、私は我

社、三菱化学シンガポールをハブカンパニーと呼

び、各社の皆さんの足がかりの器として位置づけ

ています。最近はそういう仕事が増えてきていると

実感しています。

河原畑：多くの日本企業では地域統括機能を

ここに移して来られ、かなりその機能を充実させ、

組織も大きくなってきた。また末延さんの話しにも

ありましたが、現在詳細に検討中等々の企業もご

ざいますね。長谷部さんの目から見まして、現在

の日本企業のアセアン及びシンガポールにおけ

る統括機能の進捗度合いあるいはどの産業がど

のような形態で展開しているかといった産業別の

特徴など総括的にご説明いただけませんでしょう

か。

長谷部：我々が4年おきに実施している日系企

業統括機能調査ではシンガポールに拠点をお持

ちの企業600数十社にアンケートをお願いしてい

ますが、その回答をみますと、統括機能の有無に

関して既に4割の企業が統括機能を持っていて、

残り2割がこれから設置したいと考えているとの結
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果でした。統括機能をこちらに置くという動きがか

なり進んでいます。

産業別での最近の進出の傾向としては、やは

りサービス産業、これはASEAN全体でも同様の

傾向ですが、サービス関連企業の進出が大変多

くなっっています。その意味ではAEC（ASEAN共

同体）の発足に当たり、どのように小売、卸売、金

融、運輸等のサービス産業の各国の外資規制の

撤廃・緩和が進んで行くのかというところが一番の

関心事と思っています。これはロジスティクスから

小売、卸売、全ての分野に関わりますが、特にイ

ンドネシアがこれからどうなっていくのか。議会の

多数を野党が占めている中で果たしてどこまで変

われるのかという見方もあります。、今後こうしたと

ころは注意深く見ていかなくてはいけないと思っ

ています。2015年末に発足するAECのブループ

リントでは、平均して70％まで外資規制の緩和、

特に小売、卸売、ロジスティクスの分野で認めると

いう方向で今話し合いがなされていますが、各産

業分野を 各国が どこま で 広げ るの か 注視する必

要があると思っています。

それとこのAECに関連して、今後の動きとして

注目されるのはビジネスインテグレーションではな

いかと思います。要するに日系企業、欧米企業、

あるいはアセアン企業との合従連衡、こういう動き

がもっと加速していくのではないかと。例えば伊藤

忠さんのCPグループとの資本提携、あるいは三

菱東京UFJさんのタイ、アユタヤ銀行の買収とか

金融の分野においてもこうした動きが進んでくる

と思います。例えばシンガポールにおいてももっ

とシンガポール企業と連携して中国を攻める、あ

るいはインドを攻めるとか、こういう第３国展開の

動きが多く出てくるのではないかと思います。、こ

うした民間の動きが進むことでAECの経済統合の

中身もハイレベルなものにつながってくると思いま

す。

　最後にジェトロの仕事についてですが、大き

な柱の一つは対日投資促進の活動で2020年まで

に今の残高17兆円を35兆円にしなくてはならな

いという大きな目標があり、これに向けてシンガポ

ールの投資家を訪問し対日直接投資の勧誘を精

力的にやっています。あとは日本の農林水産物、

加工食品の輸出促進、中小企業の海外展開の支

援も大きな柱の一つです。

AEC /アセアン経済共同体 構想・
企業の対応 、中所得の罠等々　

河原畑：先ほどアセアン経済共同体AECという

お話がありましたが、確か2015年末をターゲットと

していろいろ検討/交渉は行われていますが、ア

セアンにはシンガポールのような優等生がいて、

ほかは中進国あるいはまだそこまでに至っていな

い国々が存在している現状で、将来的にはフリー

トレードを志向し規制の撤廃となっていくのでしょ

うが、それらを達するまでの道のりはそんなに簡

単ではないようにも思います。

例 え ば エ ア ラ イ ン 業 界 に お い て 、 航 空 自 由 化

の話になりますとシンガポールが最初からリードし

ています。しかし、シンガポール国内には国内路

線はなく、空港も国際空港が1つしかないわけで

すから、フリーにしても基本的にはそれ程支障が

ないわけです。ところがインドネシアのような島国

から見れば島がたくさんあって、かなりの国内線

を保護しない限りなかなかインフラ、ネットワークと

しての航空産業は育たない。収益性の高い路線

は競争に晒され、国内線の収支の悪いところは慢

性 的 な 赤 字 路 線 あ る い は 国 が 金 を 注 込 ま な く て
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成り立たないということになりかねない。恐らくフィ

リピンも同じだと考えられます。なかなか各国利害

の調整はできないのではないかと思います。

先ほど外資規制70％程度等のお話がありまし

た が 、 実 態 面 で は そ れ ぞ れ の 国 へ 持 ち 帰 る と 、

国内での利害調整、法制化に手間取るなど結局

ワークしないと言ったケースが多いようにも思えま

す。実態面においては規制緩和などうまく行きそ

うだと思っていたものが実際にはそう進んでいな

い あ る い は 全 然 進 ん で い な い な ど 、 実 際 の 事 例

や今お悩み問題など、お話しできることがあれば

ひとつよろしく的なロビー活動をしている一方で、

日 本 か ら フ リ ー ト レ ー ド の 話 が 出 て き て 、 少 々 ジ

レンマを感じることもございます。早めに出て行っ

て、そこでやろうとしていたことがフリートレードに

なり、進出のメリットがなくなる、じゃあ化学産業は

どうやって生きて行くのか、実際今正直なところそ

う感じております。

長谷部：まったくその通りだと思います。進出し

て も 、 進 出 し た 国 の 産 業 政 策 の 方 向 性 が は っ き

りしないとか、政策が後で変わってしまう。例えば

ASEANが経済共同体となりフリートレードになる

ことによって、例えば自動車産業を1つ取ってみ

ても、進出先の市場規模がまだ小さい場合、別に

タイから輸入したっていいじゃないかとか、インド

ネシアから輸入したっていいじゃないかと、そこは

やはり関税で守ってもらわなきゃいけないとか、そ

ういう問題がどうしても出てきてしまう。やはり製造

業の場合はFTAができることによって、製造拠点

の再配置というような問題が必ず出てくると思いま

す。

佐々木：AECについて進捗状況は不透明で、

思惑通りには作業が進んでないと思いますね。た

だし、マクロ的に申し上げると、このアセアン域内

の貿易額が2000年から2013年、この10年強で3

倍に拡大しています。アセアン域内の貿易の世界

シェアも24％から26％に拡大し、関税撤廃が徐

々に進む中で、やはりアセアン域内の貿易量とい

うのは間違いなく増えている、これは事実なのです。

ただし、心配な点がいくつかあります。1つがカ

ンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナムという、後

から入った4ヶ国、これらの国が本当に18年まで

に関税撤廃できるのかという懸念があります。例

えば自動車の産業保護の問題、仮にベトナムが

本当に関税を０にする事になっても、色々な非関

税障壁が有って実際物がなかなか入らない事態

が発生するのでは無いかと危惧します。それから

サービス産業に関する外資規制が緩和されてな

い事も気に成ります。例えばコンビニの店舗展開

が遅々として進まない事等です。このような問題

コメントして頂きたいと思いますが。

末延：私どもケミカル会社でして、もう何年も前

からですが、日本の競争力の問題をよく問われて

います。今後日本では人口も減っていくし、競争

力がなくなりやはり外に出て行くしかないという考

え 方 か ら 、 そ れ ほ ど 大 々 的 に グ ロ ー バ ル 市 場 に

は出ている訳ではありませんが、とりあえずアジア

地域に各会社がプラントを海外に建てて来ており

ます。結果海外売上高は30％ぐらいになりました

が、それを40、50％に持っていこう、会社はそうい

う考えでずっと進めてきました。

こ う い う 中 に フ リ ー ト レ ー ド と い う 話 し に な る と

今度は逆で、せっかく日本から出て行って、海外

で関税やいろんな非関税障壁を克服して勝ち抜

いてきたことが無駄になるようなことも起きかねな

い 。 苦 労 し な が らも 市 場 の パイ オ ニ アと し て そ の

マーケットを押さえてやってきたのが守られなくな

る。現在、このような問題が出始めています。こち

ら が そ れ ぞ れ の 国 の 政 府 に 何 と か そ こ の へ ん は
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がいつ解決できるのか。

それから、熟練労働者の移動についても非常

に規制が厳しく、円滑な運用とか対象分野の拡大

が今後強く求められます。こういった問題があっ

て、本当にAEC構想は良いのだけども、これが本

当に実用的に運用できるかは未だはっきりしませ

ん。まあ２０１５年末で期限を切ってしまうと出来て

ないと言う結論になるが、ポスト２０１５年でどの様

に進展していくのか期待をして見て行く事が肝心

と思います

大谷：製造業は様々な国で色々なものを製造

しており、特に直接的な影響を受けるのはもちろ

ん関税もそうですが、短期的に見るとやはり為替

の影響のほうがはるかに大きいですね。とにかく

為替のバランスを取るために海外に出ろという話

があり、海外に出たのですけれども、ここに来てや

っぱりチャイナプラスワンと言いますか、全体的に

東南アジアへのシフトを強めているんですね。そ

のときに部品の調達、原材料の調達、あるいはで

きたものを出荷する地域を考えるとやはり製造調

達戦略というのは非常に難しくなってきていると感

じましたね。ACEにせよ、RCEPやTPPにせよ、段

階的な関税引き下げによって、一体どこの時点で

どこからどういうふうに運ぶのがいちばんベストな

のかというところが今ひとつよく見えない。それか

らそれらが書いてあるものも明解なテーブルにな

ってないということもあり、いちいち文言を読み解

かなくてならず大変な作業となります。とかく表面

価格で値段を考えてしまいがちですが、競争力を

維持し続けるためにはかなり困難な作業になって

きています。かつ、やはり中韓との競争、特に韓

国勢とのB to Cのマーケットでは非常に難しい戦

いになってきています。そういう時にやはりアセッ

トの大きい重電が頑張る、化学さんもそうでしょう

けれども、とは言えそれらの工場はそう簡単には

移せない。一方、アセットの軽い工場は、これから

この先を見据えて、特にメコン地域にどうやって展

開していくかが経営的な大きな課題の一つかなと

いう認識を持っています。

河原畑：製造分野だけではなくて、その他イン

フラ需要や消費市場としてもやはり親日であるア

セアンはかなり魅力的だと思いますが。

大谷：そうですね。国ごとにいろんな魅力度合

いが違っていて、例えばインドネシアで言えば世

界第4位の人口で人口ボーナスが続くというのは

非常に魅力的だと思います。ただし現体制でどこ

まで魅力的な市場が本当にうまく育ち得るのかと

いうことです。政権が野党主体でジョコさんのリー

ダーシップがどこまで発揮できるか向こう3ヶ月ぐ

らい見ないと確信が持ていないというのが本音で

す。本当に目指しているところのクリーンな良い国

に な っ て 行 く の か 、 そ れ と も 足 踏 み を 続 け て く の

か、BtoCだけじゃなくてやはりインフラのビジネス

を考えるとそういう政権等のマクロなファクターが

非常に大きいかなという気がします。

それともう1つがやはり天災ですよね。フィリピン

では毎年大雨や台風による洪水が発生していま

すし、インドネシアでは、火山の噴火や地震が発

生していますので、そういうところも今後どのように

リスクをヘッジしていくのかいろいろシナリオを考

えながらという話ですね。

西尾：金融の世界では今後規制がどうなるかよ

く分かりませんが、もし自由に金融機関の買収が

できるようになったとすればいろいろ戦略も変わっ

てくるだろうとは思いますね。もっと自由度が広が

れば選択肢も増えてくる。もちろん、我々にとって

だけ選択肢が増えるわけではないので競争は厳

しくなるでしょうが、ビジネスチャンスも大きく広が

     4 : 新春特集　座談会　 ASEANと日本、過去、現在そして未来　-シンガポール建国50周年を踏まえて-



46

るということです。

同時に、我々のお取引先であるお客様の活動

の変化も非常に大きいインパクトをもたらします。

物の流れがもっと自由になり、取引量が増えれば

銀行としてももっとお役に立てる部分が多くなる。

そうなれば、金融機関にとってもAECの意義は大

きいものとなります。

我々が今回、域内営業体制の強化を目的に組

織変更をした背景もその辺にあるわけです。

河 原 畑 ： 長 谷 部 所 長 に お 聞 き た い ん で す が 、

地域統合的な話が出でおりますがその前例はヨー

ロッパですよね。EUはいつ頃からでしたっけ？

長谷部：1952年の欧州石炭鉄鋼共同体の創設

以来です。

河原畑：経済連合体の例のひとつとしてEUが

ありますが、今までの発展過程においてこれは失

敗だったとか、あるいはこれは良かったというあれ

ばお伺したいですね。それらはアセアン共同体構

想に関して何かの示唆なれば思うのですが、何か

コメントいただけることはありますか。

長谷部：例えばEUみたいに共通関税制度、共

通パスポートにするとか、人の移動も自由にする

とか、ユーロの導入で通貨まで統一するという話

はASEANでは難しいでしょう。

河原畑：通貨はどうだとか、ちょっと大胆な話し

かもしれませんが、要は当事者間の交渉・検討の

なかで共同体構想を促進する助けになるようなア

イデアを我々としてサジェスチョンできるものは何

かないのかなと思っているのですが。

長谷部：例えばEU理事会議長みたいな権限を

集中させた理事会を創り、そこが財政規律、ある

いは通貨、金融をコントロールするというようなこと

はやはりアジアでは考えられないと思います。

佐々木：アセアンの国も10ヶ国あって、財政規

律と長谷部さんがおっしゃったんですけど、財政

というのは国によって全然違いますね。特に補助

金バラマキ型のインドネシアとかマレーシアはや

はりそれが経常収支赤字、財政収支赤字の温床

という事になる。だから金融を引き締めざるを得な

い。片や経済発展もしなければいけない。だから

財政規律の問題と経済発展をいかに上げていく

かというのが常にジレンマがあります。それぞれの

国の事情が異なる中で、例えばポリシーを1つに

するなんて絶対難しいと思います。やはり現時点

では通貨統合なんかできないし。関税撤廃してで

きるだけフリートレードをまず実施し、人・物の移

動を促進することでしょう。これにおいても優等生

のシンガポールですら外国人労働者を規制し始

めたわけですから。非常にナーバスな問題で、聞

こえはいいのですけど、実際やってみるとやはり

特に政治的な色合いが強く、経済だけでは考えら

れないところがあります。ここら辺が難しいですよ

ね。だからユーロがうまくいっているとも言い難で

すだけどね。

河原畑：要はユーロが今うまくなっていってな

い原因に、何か高すぎる理想を掲げたができなか

ったことあるいは先走ってやったみたがほころび

が出てしまったことなど、経済共同体を目指す上

で、ここのあたりを最初にやった方が良い、あるい

は順序を変えた方が良いと思われることはないか

ということですが。ないものねだりかもしれません

けど。

末延：ユーロと比べるとやはりアセアンでは国

家間格差が大きすぎるのではないですかね。そし

て多国間を掌握できるリーダーがあんまりいない
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と言いことですかね。リーダーというとやはりフラン

ス、ドイツ、何人かで決められますが、アセアンで

もしEUみたいな共同体が将来できるとしてもじゃ

あ誰がリーダーになるのか？自国のことで精一杯

な国がほとんどで、そういう意味ではかなり難しい

なあと思いますよ。

長谷部：石炭同盟から始まって50年代から話を

してきたわけです。またその当時はやはり東西冷

戦という国際政治体制が大きく影響していたという

ことでしょう。

河原畑：ある意味では秩序も安定し、利害も一

致していたということかもしれませんね。

長谷部：ASEANも最初は反共ということでまと

まった部分もあります。あと、ビジネスインテグレー

ションと私が申し上げたのは、やはりそういう動き

が出てこないとビジネスモデルとして大きなリター

ンを追求できないのではないかという気がします。

例えばシンガポールの対内直接投資のリターンを

見ても、2012年末時点の直接投資残高ではアメ

リカがダントツに1位です。次は意外ですがオラン

ダ、3位がバージン諸島、そして4位に日本。5位

にはUK。残高ベースでは日本は4位にいます。と

ころが、利益率でみた場合には日本の順位は18

位に下がってしまいます。因みに同年の日本の投

資収益利回りが6.7％、欧米は10～30％です。例

えば英国22%、オランダ22%,スイス31%など欧州の

平均は19％。アメリカは13％です。この利回り格

差が何から生じるのか、非常に興味深いことの一

つです。そこはやはり欧米企業の活発なM&Aな

どの影響もあると思いますが、やはり何かビジネス

モデルに違いがあるのではないかと思います。

以前製薬メーカーさんからお話しを聞く機会が

あったのですが、グラクソ・スミスクライン、ファイザー

といった国際的な大手製薬メーカーはその中で

特許の話など色々と情報交換し共有している。し

かしながら日本の製薬メーカーは、「なかなかそこ

に入っていけない」とおっしゃっていました。その

意味で日本企業がASEANの中において欧米企

業とでもASEANの企業ともですけど、提携関係を

築いて、ASEANの成長力あるいは市場統合から

得られる果実、旨味をもっと吸い上げていけるビ

ジネスインテグレーションを意識したビジネスモデ

ルを構築して行くことが必要ではないかと思って

います。市場統合自体のレベルを高いものにして

いくことの重要性という観点からも必要なことと思

います。

河原畑：M&Aの話がありましたが、日本企業の

M&Aはかなり増えているいうことですよね。

西尾：アジアでは中国系企業による買収も多い

ですが、日系企業もアグレッシブに展開していま

す。

佐々木：日本の去年のアセアン地域への直接

投資は確か中国を抜いて2兆3,000億ぐらいだっ

たと思います。この額は確か中国の2.5倍とか2.6

倍とかの規模です。日本のM&Aというか投資の矛

先が中国からアセアンにシフトしたというのが昨年

の特徴でその流れは今年になっても続いていると

思います。

佐々木：そういう面でビジネスインテグレーショ

ン と 長 谷 部 さ ん は お っ し ゃ ら れ ま し た が 、 ギ ブ ア

ンドテイクで組めるパートナーを見つけ、そこと一

緒に面展開していく、それが有効なビジネスモデ

ルの一つだと思います。その中で日本のブランド

というものをやはり彼らも必要としているわけです

し、日本の技術であり、日本のブランドがあれば、

彼らがたとえ華人であれ、マレー人であれ、インド

人であっても、ここで頑張っている地元のパートナー

と組めるということじゃないんですかね。

河原畑：共同体のレベルが進むことにより、より

大きな波がもたらされる。つまり先ほどからおっしゃ

られているように、民間、企業の力がそれを揺り動

かすというふうな話しになって行くということですね。
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長谷部：まさしくそうです。FJCCIAとASEAN事

務局との対話においてASEANの日系企業がまと

まって改善要望をだすことなどは市場統合をより

高いレベルに持っていくために重要な行動です。

こういうことをEUやアメリカも官民でやっています

し、こういうのが増えていけば更に自由化の度合

いを高めていくことができる。要するにビジネス界

からそういう運動を起こして行く流れももっと必要

じゃないかということです。

西尾：良く言われることですが、確かにこれまで

日本は、官民一体となった売り込みというのが他

の国と比べると弱かったのかも知れません。韓国

企業はほとんどオーナー会社ですけれども、大統

領に帯同して市場開拓に励んでいます。アメリカ

でさえ要所要所で官民が連携していますし、他に

もアグレッシブな国はあります。

河原畑：やっと安倍政権になってからは、全世

界的に飛び回る回数も多くなりましたが、そこに経

済ミッションが同行するケースが多くなりました。

例えば鉄道や原子力発電の売り込みですが、

大谷：そうですね。前とはだいぶ違いますね。こ

れが実績というか、実を結べばいいですけどね。

西 尾 ： 先 ほ ど 末 延 さ ん が お っ し ゃ っ て い た よ う

に、日系企業の多くは早い段階からアジアに出て

こられています。いろいろな規制がある中で、でき

る限りの範囲で頑張ってやってこられて相当なプ

レゼンスやビジネスモデルを作り上げてきた。これ

が逆に今、ビジネス界として経済共同体やフリー

トレードなどを後押しするような動きをしようとした

時に、必ずしも皆さんの利害が一致せず足並み

が揃わない、企業間や産業間での温度差みたい

なものが生じてしまう、という状況を生んでいる面

はあるかのも知れませんね。

河原畑：日本国内は多くの産業で競争が厳し

く、その状況が海外進出にも表れているということ

でしょうか。ところで、戦後先進国入りしたのはア

セアンの中ではシンガポールだけですよね。

長谷部：そうですね。

河原畑：アジアでは日本、台湾、韓国、香港、

シンガポールぐらいですかね。中所得の罠、ここ

に陥ったもしくは陥りそうなところがアセアン諸国

にもあり、よくインドネシアがそうだと言われていま

すね。多分中国もそうじゃないかと思いますが、こ

れらの国々に対して何にか先進国入りするための

起爆剤的なイノベーションを、日本企業あるいは

政府が提供することができれば他の欧米諸国に

一歩先んじて行けるようなにも思いますが。例え

ば欧米にはないもうちょっと手の込んだ技術とか

日本人だから考えられるものやサービス、あるい

は戦後急速に経済成長を成し遂げたノウハウみ

たいなものも考えられます。またそれはAECの早

期化にも寄与しそうなのですが。ないものねだり

かもしれませんが、何か面白そうな話しはあります

か。

長谷部：1つは中小企業が考えれます。アセア

ン全体、どの国をみても、シンガポールは少々特

殊かも知れませんが、産業構造上特に中小企業

が弱いと言われています。これはアセアンの中で

も非常に大きな問題として捉えられていて、日本

ができるとすれば中小企業に対する例えば人材

育成や中小企業政策ノウハウの提供、あるいは金

融ファイナンス面でのサポートなどが考えられま

す。

一部の財閥、大企業が動くというだけで、全体

の所得を増やしていかなければいけない中で、や

はり最大の課題は中小企業の裾野を広げるという

ことになりますね。

大谷：中小企業はやはり低コストとか匠の技、

ちょっとした得意な技やノウハウを武器に生き残っ

ていますよね。それらをじゃあすぐ海外に出せる

人がいるかどうかというと、指導者の育成をどうし

たら良いのかなど課題も多そうですね。またなか

なか固有のテクノロジーを出したくないとか仰る方
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もいらっしゃるし、難しいですよね。

長谷部：確かに難しいところではあるんですが。

西尾：日本の銀行である我々にとって、日本の

中堅・中小企業は大事なお客様ですから、海外

に出てこられた時に可能な限りお手伝いをさせて

頂くのは当然ですが、地場の中堅・中小企業とお

取引するにはそれなりのノウハウと体制を整備す

ることが必要で、実はそう簡単ではありません。自

前で体制を整えるとか、地場の銀行を買収すると

か 方 法 は あ り ま す が 、 経 済 合 理 性 を 含 め て 一 般

論としては参入障壁は高いと言って良いでしょう。

河原畑：ただ、リテールをやっていくということ

になればそれに近いことになりませんか。

西尾：海外でリテールをやることと、その国で中

堅・中小企業取引をやることは必ずしも繋がりま

せん。アジアでリテールをやるのは、その市場そ

のものに大きな成長性が期待できること、流動性

の確保（現地通貨建ての預金の確保）に寄与する

こと、等々が背景になります。つまり、リテール業

務そのものの収益性と、そこから得られる貸出原

資（＝預金）の確保ですね。一方で、こうして集め

ることが出来た資金をどう運用するかは、収益性・

安全性と言った全体のバランスの中で考えていく

ことになるので、必ずしも地場の中堅・中小取引

に投入していくという結論にはならないケースもあ

るわけです。

河原畑：産業界では何か考えられませんか。例

えばポッと思ったのですが、環境ビジネス関係と

か。これから発展していく中でやはり環境問題は

発生してきます。世界的な取り組みもだんだん厳

しくなっていく中で、今は昔とは異なり排出権の取

引も可能になっています。例えばCO2の排出権と

日本の強みの一つである省エネ技術や製品をバー

ターするとかですが。それで経済発展と共に環境

対策にも貢献できる。

佐々木：今言われた中所得の罠（中進国の罠）

ですが、これをどうやって克服して行くのかと言う

と２つあると思う。1つはアセアンでいくとやはりイ

ンフラ整備ですよ。大型インフラプロジェクトという

のが目白押しですから。

こ れ を 官 民 一 緒 に サ ポ ー ト し て あ げ る こ と 。 安

倍内閣もそこはやると一歩踏み込んでくれていま

すから。環境にもつながるし、電力、交通、こうい

ったインフラ案件ですね。やはり国としてきちっと

整備していくことが中所得の罠から脱皮できる１

つ の チ ャ ン ス だ と 思 い ま す 。 そ こ は も う 本 当 に 予

算編成から国としてきっちりやって欲しいと思いま

す。

もう１つがそれはやはり内需ですよ。このアセア

ンにいる6億人、これから中間層が増えてきます

から、所得が増え、金持ちが増えるとやはり消費

が拡大する。そこにビジネスチャンスがあってコン

ビニチェーンの整備とか日本の強みがあるところ

はやはりパートナーと組んでやっていけばまた一

歩先に行きますし、よりきめ細かいサービスの提

供までやれるようになっていけばこれも中罠から

脱皮できる1つのチャンスだと思います。国として

そのような改革をやるかどうかです。外資規制も

外してね。やるという意気込みも見せて欲しいで

すね。そこらが中途半端じゃあかんですわ。イン

フ ラ も や る ん だ と 言 い な が ら バ ラ マ キ を や っ て い

てはいけません。本当にそれらを国として断行で

きるかどうかが中所得の罠から脱皮のポイントだと

私は思いますね。
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末延：私はここに来る以前はインドに駐在して

いたのですが、インドが中進国か途上国かといろ

いろ言われますが、インフラという点ではかなり遅

れており、今佐々木さんがおっしゃったインフラ整

備のためのプロジェクトは難しいですね、PPPっ

てご存じですかね？プライベートパブリックパート

ナーシップと言って、要はそんなんじゃダメですよ

ね。民間企業と政府が一緒になってインフラをや

るというのはまず無理ですね。国指導でやらない

とダメですね。

インドのような大国は、データでいろいろ調べ

て み ま し た け ど 、 普 通 は 第 一 次 産 業 、 第 二 次 産

業、第三次産業って徐々に伸びていくのですが、

ご存知のとおりインドは第一次から一気に第三次

に移行し、第二次が極めて脆弱なんですよ。全然

ないということでないのですけど、あれだけ人口が

多いとやはり第二次産業の過程を踏まないと国力

のＵＰにつながらないし、給与水準も上がらない

し、一気にに行ったことによりいろいろ問題が起き

ると思いますね。シンガポールを見ますと、第一

次産業もない、第二次産業もない、いきなり第三

次産業からスタートしたみたいなまれな国ではあ

るとは思うんですが、、、。私は中国へ行ってイン

ドへ行ってここに来ました。その経験から見て中

国はやはり日韓台と同じように、一次、二次、スピー

ドはものすごく早かったですけど、そして三次へさ

っと行っている、あの国は早晩先進国入りするだ

ろうと思います。だからインドを見ているとちょっと

心配なんですよね、あまりにインフラ整備に時間

がかかるという意味で。この国はこの国で人口少

ないですけど、一気に三次産業に移行しています

が、そのためのインフラは全部やってきているん

ですね。

フィリピンも最初は英語が通じ9,000万人もの

人 口 が い る と い う こ と で 、 も う 少 し 重 工 業 が 発 達

すると思っていたのですが、やはり少々心配です

ね。そうなりますとベトナムは本当に大丈夫、カン

ボジアはどうだろうと、それこそミャンマーは大丈

夫 か 、 ミ ャ ン マ ー は こ れ か ら で し ょ う け ど ね 。 そ う

いう国は中進国までまだたどり着いていないんで

すが、そういう国が将来先進国に仲間入りするに

は、やはり佐々木さんがおっしゃった大型インフラ

整備を今からきちんと国としてやっていくことが必

要ですね。時間はかかりますからね。現代のよう

にライフサイクルが短い中で果たしてそれを時間

をかけてやれる余裕があるのかなと思います。シ

ンガポールはまれに第三次からスタートして、あっ

という間に有名になっちゃってうまくいっている国

ですね。

大谷：1つには政権の強さがあるのではないで

すかね。

末延：そうですね。政権の強さがありますね。

河原畑：シンガポールは確かに優等生ですが、

課題がない訳でもないと思います。おそらくサー

ビス産業が今後のシンガポールの成長戦略の重

要なキーになるのでしょうが、実は半年ぐらい前に

開催されたエアポート・カンファレンスで興味深い

話しがありましてね。航空局CAASとチャンギ空港

CAGそれに労働組合上部組織、そこにコンサル

タント会社が加わって、これから一緒に生産性向

上に取り組んで行きましょうという決意表明的なプ

レゼンと舞台上でのシェイクハンド、結束式みた

いな感じでしたが。ベースとなっているはCAASが

空港整備、エアライン誘致支援等に一億ドルの投

資を行うことになったようで、その半分は我々運航

事業者に対する管制費用等の減額やインセンテ

ィブに充てられ、残り半分は今後の空港運営の生

産性向上、自動化、人材育成のために投資に用

いるということでした。生産性向上に寄与するアイ
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デアや魅力的な航空業務への改善案の募集、そ

れらの実現に必要な投資にです。確か建国当時

の逸話として耳にしたことがあるのですが、当時ま

だ財政的に苦しかったシンガポール政府は各国

からの支援を要請していたわけですが、日本に対

しては資金援助ではなく、生産性向上のための技

術者の派遣を求めたということです。日本の卓越

した生産性の高さ、質を学ぶことが将来のシンガ

ポールにとって重要だと考えたのでしょう。正に先

見性のあるリーダーの的確な判断だったと思いま

す。建国50年となり、先進国となり成長を続けて

いるにもかかわらず、やはり生産性向上ですよ。

それもサービス産業の一つ、空港オペレーション

でです。非常に興味深いですね。まあおそらく人

材難という側面もあるとは思いますが。

長 谷 部 ： 課 題 と し て は も う 1 つ 、 政 府 予 算 を 見

る と や は り 社 会 保 障 費 が も の す ご く 増 大 し て ま

す 。 2 0 1 4 年 の 予 算 で は 医 療 費 だ け で 約 6 , 3 0 0

億 円 で す 。 基 本 的 に 社 会 保 障 は 積 立 方 式 な の

で財政負担は少なくて済むのですが、医療費が

約 6 , 3 0 0 億 円 と い う こ と は G D P の 1 . 8 ％ ( 2 0 0 8 年

1.0%)程度に相当します。日本の場合はおよそ10

％ぐらいですからまだまだ低い数値ですが、とは

いえ2008年時点では2,000億円ぐらいでしたか

ら、2008年からこの2014年の予算を比較すると

およそ3倍になってきています。こうした増大する

社 会 保 障 費 や 生 産 性 向 上 の た め の 企 業 へ の 税

控除、補助金、中小企業対策費等の増大による

財政負担を最終的に穴埋めしているのが、政府

投資会社（SWF）のGICとTEMASEKの収益金な

んです。両SWFから繰り入れる収益金は今財政

収入の10％を超えています。シンガポールは約5

兆円の国家予算なんですけど、だいたい年間で

6,000億円をこの2つのSWFの収益から繰り入れ

て ま す 。 そ れ で 財 政 は 黒 字 、 8 0 年 代 以 降 こ こ の

財政が赤字になったの2009年1回だけで、建国

以来リザーブを積み上げてきたわけです。ですか

ら 、 そ う い う 意 味 で は 政 府 の リ ザ ー ブ を 運 用 し て

稼ぎ出すSWFに多く依存した財政構造になりつ

つあるという状況があります。2009年からは長期

収益見通しをベースにした新たな基準を制度化

(NIRC)して、SWFの財政貢献（収益の最大2分の

1まで）を倍増させています。

だから外的要因に対して経済が影響されやす

い状況が更に進むような感じがしてます。まだま

だ政府のリザーブは潤沢ですので安泰だと思い

ますけど、今後急速な高齢化の進展で社会保障

費の増大は明らかですから、GICとTEMASEKが

一層稼がなければいけないという状況になってく

ると思います。

その他の課題として人口問題や後継者の問題

があります。人口は2020年代には移民を受け入

れ な け れ ば 国 民 が 減 少 す る 過 程 に 入 り ま す 。 こ

れは移民の受け入れで対応せざる負えないわけ

ですが、外国人流入抑制策との関係でどうなるの

か。建国50周年の来年選挙という噂もありますけ

ど、これもどうなるか1つの注目点だと思います。

佐々木：今の社会保障費増大に関し、人口問

題に関して矛盾が有ると思います。この国の発展

というのは経済発展というのがシンガポールの永

遠の課題であり、それがベースでずっと上がって

きたと。すなわち、少子高齢化が出てきて、稼ぎ

手が少なくなってくるときに今のような外国人規制

を続けて本当にこの国が成長を持続できるかって

いうことは大きな疑問で。昨年人口白書が出まし

たよね。あれで見ると2030年ですね。690万人。

そのときの外国人が45％ですよ。それがカンファ

タブルな今の少子高齢化の状況を考えるとそうな

るんだろうと。やはり選挙の問題もあるのかもしれ

ませんが、ちょっとこれ人口白書に書かれた姿が

本当にそのまま実現できるかっていうところがちょ

っと分からなくなってきつつあると。

長 谷 部 ： そ う で す ね 。 今 の 不 動 産 市 場 鎮 静 化

策と外国人労働者流入規制、これは選挙対策で

はないかとの見方もあるようですが、まさしく人口

白書で出したとおり人は絶対に減らせないという

ことですね。この国の形成は近隣諸国からの安い

賃金の労働投入を増やして、効率的にインフラを

整備しそのパイを拡大することによって成長してき
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たという側面が強いと思います。逆に言うと、これ

を止めたら成長も難しい。いくら労働生産性も向

上させようとしても、限界がありますからね。

今後市民権で約2万5,000、PRで約3万人、年

間約5万5千人をレジデントの中に入れて行きこれ

で人口は維持して行く。あとは外国人をいかに増

やし人口を拡大させて行くかということかと思いま

す。

2015年はどんな年になるか？

河原畑：多岐にわたる興味深いお話しが多々

あり、毎回そうなのですが、少々まとまりの悪い座

談会となってしまいました。司会者としては反省す

る必要がありそうです。最後に恒例になったおり

ますが、今年2015年はどういった年になりそうか、

キーワードを挙げて頂きご説明を頂ければと思い

ます。

末延：新春の話としてはやや暗い話しになって

しまいますが、原油価格がここ数ヶ月でものすご

く下落しています。世界全体の景気についてアメ

リカをはじめ、中国もヨーロッパもその点で今年は

注意したほうが良いのかなと思っております。昨

年の中国の経済成長率は過去30年で最低になる

と見ていまして心配が必要かと思います。原油が

下がることは、日本にとっては必ずしも悪くないと

思いますが、世界全体を見ますとちょっと、要注

意の兆候が出始めていることになります。慎重に

分析し、いろいろ準備をしておかなければいけな

い、日本はデフレからインフレに転換、アベノミク

スも一応成功軌道に乗り、さあ行こうと言う時に、

今度は周りがどうかなあという感じで、しっかり心

構えをしておかなければいけないと思っておりま

す。この先いろいろなインデックスで不安な兆候

が出始めるような感じがしてならないですけれど

も、、、、。新年にはあまり相応しくない話ですが、

正直なところ私はそう思っています。

佐々木：今年の展望ということを申し上げます

と、シンガポール建国50周年ということでいろいろ

な記念行事があると思います。その中で、やはり

シンガポール経済は周辺国、欧米、中国、アセア

ンの各国の状況に左右されますね。世銀やADB

をはじめほとんどのアナリストの方が来年はアセア

ンの経済成長率、GDP成長率は今年より良くなろ

うだろうと予想しています。平均で5％はキープ、5

％プラスアルファというところでしょうか。

ただ、私の心配な点はアメリカがQE3を終えて

金利を上げるだろうということです。そのタイミング

がセカンドクオーターなのか、いつになるのかとい

うことでございます。その中でやはり経常収支の

赤字国、具体的に申し上げるとインドネシア、イン

ド、ベトナム、こういった国々はそのタイミングで通

貨下落の状況に陥るのではないかなということで

す。昨年も一時のような状況になりましたが、その

際いかに自国の金利を上げ、経済を引き締めな

がら成長させていくかの攻防戦になる。経済成長

をある程度犠牲にしてでも通貨下落を防ぐという

ふうにすると、内需そのものに悪影響を受けてし

まうでしょうし、本当に5％キープできるかなという

のがちょっと心配です。

ただ、長い目で見るとこのアセアン、インドはや

はり間違いなく成長するし、我々ビジネスとしても

ここを置いてほかこれ以上伸びるところはまずな

いと思いますので、それなりにきちっとビジネスを

キープしていければと思います。

西尾：会頭がおっしゃられたとおりで、紆余曲
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折はあるかもしれませんが、アジアのポテンシャ

ルが大きいことは間違いありません。ベースとして

は間違いなく伸びていくマーケットだと思います

し、日本人にとって地理的にも心理的にも近い。

引き続き日本の企業さんのアジアでの活躍の場と

いうのはたくさんあるだろうと思いますね。

先ほどもアセアン共同体やアールセップの話が

ありましたけれど、この地域全体が1つのマーケッ

トという方向は加速することはあっても減速するこ

とは恐らくない。そういう意味では、当地日系企業

において「リージョナル」というのは引き続き大き

なキーワードになっていくでしょう。その中で私ど

も銀行としては何とかお役に立ちたいと思います

し、我々自身もその中でいろいろビジネスチャン

スを見つけていけたらと。今年もそういう年であっ

て欲しいと思っています。

大 谷 ： 私 の も っ ぱ ら の 興 味 は 年 末 に 向 け た

AECの進展ですね。それが本当にどっちに転ぶ

のか、先送りにするのか、そこでちょっと挫折感を

味わうのか、これが今後の特にメコン地域の将来

を変えてしまうのではないかと思います。

またインドネシアのジョコさんがどこまで与党と

戦えるのか。インドのモディーさんがどれだけ主

権、リーダーシップを発揮できるのかと点でも非常

に楽しみな年ですね。それによって大きなインフ

ラビジネスのスピードや国の発展度合いがかなり

変わってくる可能性があり注視しています。

ミャンマーは虎視眈々といろんなところから金

引っ張っていろいろ始めて、これがまた結構面白

いなと思っています。建国50周年という非常に大

きな節目を迎えるシンガポールでもいろいろとあ

るとは思いますが、むしろ周りの国のほうが興味を

引いてやまないところですね。弊社ももちろんご

多分に漏れず海外売上比率をもっと上げようと計

画し、その原動力にアジアを据えようとしています

が、世界中の売り上げからみますと比率的にはま

だ小さい。ただやはり成長率としては大きい。この

アジアの成長をいかに取り込むかが大きな課題だ

ということはもう明言して止みません。
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長谷部：私はやはりこのASEAN全体の成長と

いうものを取り込んでいくには、いろいろな意味で

やはり日系企業、欧米企業、ASEAN企業も含め

たネットワーキングの拡大、ビジネスでの連携の

拡大が必要だと思います。そういう意味において

は今、会頭が率先して検討しているインドネシア、

イ ン ド 等 と の ラ ウ ン ド テ ー ブ ル 、 ネ ッ ト ワ ー キ ン グ

の開催は非常に良い試みではないでしょうか。た

だ、実際にどうビジネスにつながるのか、進展させ

るのは難しい面はありますが、ファーストステップ

としてローカルの企業との交流を図り、その中で

次にビジネスにつながるケースが出てくれば良い

と思います。それによってこのASEAN地域の成長

を取り込むことができるようになるのではないかと

思います。そうしたイベントにはジェトロとしてでき

るかぎり支援して行きたいと思っています。

河原畑：いろいろなお話が出ましたけど、今年

のアジアの経済は特にアメリカの動向、特に経済

運営、そして金利・為替、原油価格に大きな影響

を受けるのかなと思っています。また政治と経済と

いう目でを見ると政治や国際紛争などが経済の足

を引っ張ってしまうのではないか心配しています。

特に中東、ウクライナ、ロシア、そして中国、北朝

鮮も。また反日問題、イスラム国も。アメリカの中

間選挙の結果、オバマ政権の残り2年間はかなり

厳しい議会運営になり、世界のリーダーとしてそ

のような問題に対処できるのか、それでなくとも内

外ともに頭の痛い話しが目白押しですので。

長谷部：本当にそうだと思います。最近、英国

のスコットランド、スペインのカタルーニャ州、クリ

ミア問題、中東におけるISISの勢力拡大など世界

的にボーダーが曖昧になってきている感じがしま

す。中国もウィグルのようにイスラム系が多いとこ

ろは心配の種です。

河原畑：長い時間、お疲れ様でした。それでは

新年座談会を終わらせて頂きます。皆様にとりま

して今年も良い年となりますように。ありがとうござ

いました。
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広報委員からのご挨拶
JCCI  広報委員長、JCCI理事（観 光・流 通・サービス部会長）
Japan Air l ines Co. ,Ltd .
V ice President & Regional  Manager
河原畑　敏幸

2015年年初にあたり広報委員会メンバーを代

表してご挨拶させて頂きます。

新年明けましておめでとうございます。皆様に

とりまして今年も最良の年となりますように、心より

お祈り申し上げます。またいつもJCCI広報誌「月

報」をご愛読頂き、誠に有難うございます。

私事ですが、５回目の正月をここシンガポール

で迎え、当地の「日本人村」ではそろそろ「古株」

の 域 に 達 し つ つ あ る よ う な 気 が し て お り ま す 。 季

節感が乏しいこともあり、あっと言う間の４年でし

た が 、 振 り 返 っ て み ま す と 日 本 で は 東 日 本 大 震

災、政権交代（アベノミクス、円高から円安へ、消

費税８％に）、2020年東京オリンピック招致、訪日

外国人1,000万人突破（活発な観光誘致展開）、

平泉/富士山/富岡製糸場世界遺産登録、羽田

空港国際線発着枠の拡大、自然災害の続発、Ｔ

ＰＰ交渉最終局面へ、円安加速、消費税10%先送

り 、 師 走 総 選 挙 等 々 、 ま た こ ち ら で も 議 会 / 大 統

領選挙、マレー鉄道廃線、外国人労働者規制強

化、安部総理来星、在留邦人数3万人突破（地域

統括会社の設立ラッシュ/機能拡大、日本人学校

児童生徒数再度2,000名越え）、チャンギ空港第

四/五ターミナル建設着工（2020年半ばには１億

3,500万人規模の乗降利用客数に）、各種ＩＲ/ア

ミューズメント施設完成（ＭＢＳ/セントーサのゴー

ジャスホテル群、ナイトサファリ、スポーツハブ等）

等々、なかなか心安らか（清らか）なる南国での駐

在生活とはいかないようです。

このところ良く耳にする言葉のひとつに「生物

多様性」という5文字があります。数十億年にわた

り進化し受け継がれ、形作られてきた生物の生き

様 、 そ れ が 生 物 の 多 様 性 と い う こ と で す 。 そ し て

そ の 堅 持 こ そ が 地 球 を よ り 長 く 人 類 を 含 む 多 種

多様な生物の母屋（マザープラネット）として存在

させ得ることになるということでしょう。但し、この

「生物多様性＝Biod i v e r s i t y 」という言葉が生ま

れたのはそんなに古いことではありません。1985

年、2つの言葉「生物的な＝bio l og i c a l 」と「多様

性＝dive r s i t y」を合成して作られました。以来、

世界の政治家や科学者、環境保全を熱心に考え

る方々等によってその重要性が支持され、頻繁に

使われるようになりました。その背景には、地球環

境の未来に対するかなり深刻な危機感がありまし

た。即ち２０世紀後半から、とりわけ自然豊かな開

発途上国地域を中心に、人類自身が自然環境を

大きく改変し、多くの生物を減少・絶滅に追い込

み、地球の生態系を大きく損なう環境問題を引き

起こしてきたことからでしょう。まあ個人的には、多

少ではありますが、中トロやウナギの蒲焼きの摂

取を我慢する必要がありそうですね。

さて人間社会ではどうでしょうか。超保守派、ナ

シ ョ ナ リ ズ ム 、 ポ ピ ィ リ ズ ム の 台 頭 / 影 響 に よ る 内

向 な 政 治 運 営 へ の 転 換 、 各 地 で お こ る 領 土 ・ 民

族紛争、「イスラム国」に象徴される原理主義的思

想・宗教に基づく秩序なき戦闘行為/略奪行為の

拡大、その長期化？等々、それらは同じ「人間社

会」の「多様性」を強く否認していくようにもみえま

す。ではその先には・・・??。

異なる人種/民族、考え方、生き方を相互に尊

重し合い、対立/格差が生じた場合には何とか第

広報委員会より
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三 の 道 を 相 互 に 考 え て 方 向 転 換 し て い く 。 正 に

現在人間の叡智が問われているようにも思われま

す。マザープラネット「地球」の主要メンバーとして

人間がその地位をより長く堅持していくためにも・・・。

拙広報誌「月報」は1970年１月に創刊され、毎

号20名の異なる業界から選ばれた若手メンバー

と議論を繰り返しながら発行させて頂いておりま

す。今後もシンガポールを中心にASEAN地域や

日本との関連性が高い経済、産業等に関する最

新かつ話題性の高い内容をお伝えすべく努力し

て参ります。今後ともご指導・ご鞭撻賜りますよう

宜しくお願い申し上げます。

会 員 皆 様 の ご 多 幸 と 更 な る ご 発 展 を 祈 念 し て

新年のご挨拶とさせて頂きます。

5 : 広報委員会より
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5 : 広報委員会より
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JCCI広報委員会

5 : 広報委員会より
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2015年のインド、ASEAN5、オーストラリア、シンガポール経済の展望
Mizuho Bank Ltd.
Senior Economist
稲垣　博史

特　集

経済成長が 総じてふるわなかった2014 年の
インド、A SE AN、オーストラリア経済

2014年のインド、ASEAN、オーストラリア経済

を振り返ると、実質GDP成長率が低下したり、成

長率が従来よりも低水準にとどまったりした国が

目立った。米国経済の回復が続く中、エレクトロニ

クス製品などの輸出は総じて拡大基調で推移した

ものの、中国経済の減速などを背景に、素材の輸

出は伸び悩んだ。また、国内要因により、インド、

イ ンドネシア、タイという域内経済大国の内需は

全般に伸び悩んだ。なお、ASEAN5はインドネシ

ア、タイ、マレーシア、フィリピン、ベトナムの5カ国

を指す。

①	 インド

インド経済は、緊縮的な財政・金融政策により、

内需を中心に伸び悩んだ。まず金融政策を見る

と、政策金利は2013年に0.5％ポイント引き上げ

られた後、2014年1月にさらに0.25％ポイント引

き上げられて8.0％となり、執筆時点（2014年11

月）まで同水準で維持された。また財政運営をみ

ると、赤字を持続的に削減する方針が打ち出され

て い る 。 緊 縮 政 策 が 維 持 さ れ た 背 景 に は 、 米 国

の量的金融緩和第3弾（QE3）縮小観測の台頭を

契機に、2013年以降インド・ルピーが売り圧力に

直面したことや、国内のインフレ圧力がある。実質

GDP成長率は、2013年実績を小幅に上回ったも

のの、＋7％を超えた2011年と比べると低い水準

にとどまった見込みである。

②	 ASEAN5

経済規模が大きいインドネシアとタイが減速し

たことを主たる原因として、成長率は全体として低

下した。

まずインドネシアは、インドと同様に2013年に

自国通貨売りに直面し、それ以降は緊縮的なマ

クロ経済運営が続いた。金融政策をみると、政策

金利は同年中に1.5％ポイント、さらに2014年11

月に0.25％ポイント引き上げられ、7.75％となっ

た。2014年11月に燃料補助金を削減するなど、

財政についても健全化がはかられており、これら

の結果として内需は伸び悩んだ。未加工鉱石の

輸出規制強化の悪影響もあり、実質GDP成長率

は2013年を大きく下回る水準にとどまる見込みだ。

次にタイでは、政治混乱による企業・消費者の

マインド悪化や、輸出の構造的な不調など、様々

な悪条件が重なった。この結果、実質GDP成長

率は、わずか＋1％弱程度にとどまった見込みである。

そ の 他 の 国 を み る と 、 一 時 経 常 収 支 が 悪 化 し

ていたマレーシアも、財政健全化に舵を切ったた

め内需がやや減速した。ただし、半導体を中心と

するエレクトロニクス製品の輸出が好調であった

ことなどから、実質GDP成長率は加速した見込み
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である。フィリピンでは、個人消費が底堅かったほ

か、2013年末の台風からの復興を目指した公共

投資が実施されたことから、経済は底堅く推移し

た。成長率は2013年対比で低下したものの、＋6％

近い水準を維持した見込みだ。ベトナムでは、反

中デモによる経済的悪影響もあったが、対内直接

投資を中心に民間投資が拡大したことから、景気

は堅調に推移した。

③	 オーストラリア

2014年のオーストラリアの成長率は、2013年

対比で加速した見込みだが、これは主にゲタが高

かったことによる。1～3月期に資源輸出主導で比

較的高い成長を記録したものの、その後は同輸

出や資源関連投資の減速で、経済は低調に推移した。

④	 シンガポール

シンガポール経済は、総じて振るわない展開と

なった。とくに、これまで経済成長の原動力であっ

た輸出は、低迷が続いた。低成長の背景には、失

業率が2％前後という歴史的な低水準で推移する

など労働力需給が逼迫する中、労働力が不足し

たことがあるとみられる。

経済 安定化は総じて前進

域内経済大国を中心に内需が不振に陥る中、

輸入が抑制されたことなどから、マクロ経済は総じ

て安定化の方向に向かった。

まずインドでは、2012年から2013年にかけて

経常収支の大幅な赤字が問題視されたが、2013

年後半以降は小幅な赤字にとどまっている（図表

2）。消費者物価指数（CPI）上昇率も、ASEAN諸

国対比では依然高い水準にあるものの、2013年

に一時二桁に達したのに対し、2014年10月には

5％台まで低下した（図表3）。もっとも、前年の物

価水準が高いことによるベース効果で低下したと

いう側面もあり、依然インフレ懸念が解消されたわ

けではない。

インドネシアでは、2013年において、緊縮政策

により内需が鈍化し、経常収支は年後半から緩や

かな改善傾向であった。前述の鉱石輸出規制の

影響で、2014年4～6月期の経常収支はGDP比

▲4.1％、7～9月期は▲3.1％と再度高水準の赤

字となったが、2014年11月の燃料補助金削減と

利上げを受け、再度赤字は縮小に向かうとみている。

このほか、財政健全化に舵を切ったマレーシア
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の経常収支も総じて改善傾向となった。また、経

済安定化を重視するようになったベトナムの経常

収支は、おおむね黒字が続いた見込みである。

一方、タイの経常収支は、2013年後半以降に

改善したものの、2014年4～6月期以降は再度悪

化している。内需が低迷して輸入が伸び悩んだも

のの、輸出も不振に陥ったためだ。

AEC発足の影 響は当面小さい見 通し

2015年には、AEC（ASEAN経済共同体）が発

足する。これにより、ASEANの後発国であるベト

ナム、カンボジア、ラオス、ミャンマー（CLMV）の

輸入関税が原則撤廃されるほか（一部は2018年

に先送り）、非関税障壁撤廃、サービス貿易の自

由化、人の移動の自由化の実現が目指されてい

る。詳しくは、「ASEAN経済共同体の前途」（みず

ほ総合研究所『みずほインサイト』2014年11月14

日）を参照されたい。

さて、CLMVの関税撤廃は予定通り行われる見

通しだが、関税以外の分野については加盟国間

で利害対立が大きく、多くの点で継続協議となる

ため、2015年に各国の制度が劇的に変わるという

ことはなさそうだ。このため現時点では、AEC発足

によって、実体経済や企業の事業環境に大きな

影響が及ぶことはないと予想している。

米国利上げと輸出環 境の厳しさで、
2015年の景気は引き続き勢いを欠く

今後を展望すると、2015年中に、米国で利上

げが実施されることが予想される。このため、一部

で 緊 縮 政 策 が 続 く こ と か ら 、 全 体 と し て ア ジ ア の

内需は引き続き緩やかな伸びにとどまるとみてい

る。また、欧州経済の展望が悪化していることか

ら、2014年対比で、2015年における輸出環境の

改善は限定的なものにとどまりそうだ。以上から、

景気の拡大ペースは総じて2014年から横ばい程

度で推移すると予測する。

①	 インド

現 政 権 は 、 成 長 よ り も 財 政 の 健 全 化 を 目 指 す

方針である。また、これまでの緊縮的な金融政策

の影響も続きそうだ。このため、内需は緩やかな

伸びとなろう。輸出は拡大基調が続くが、成長率

は 2 0 1 4 年 と あ ま り 変 わ ら な い 水 準 に と ど ま り そ う

だ。現政権は改革志向だが、議会対策等が難航

するとみられ、その成果が現れるには時間がかか

るとみられる。

②	 ASEAN5

インドネシアは、経常収支改善など、マクロ経

済の安定化を実現する過程にある。燃料補助金

の引き上げと利上げの影響などから、インドと同

様に、2015年の内需は緩やかな伸びにとどまろ

う。鉱石輸出規制の効果剥落から輸出が加速す

るものの、成長率は2014年と同程度にとどまりそうだ。

タイは、2014年の政治混乱の反動から内需が

持ち直すため、経済成長率は大幅に加速するだ

ろう。一方、労働集約産業の衰退といった構造要

因から、輸出は引き続き低迷しそうだ。このため、

力強い経済成長を回復するには至るまい。

その他の国をみると、財政健全化を目指すマレー

シアの景気は減速する見通しだ。インフラ整備が

本格化するフィリピンと、対内直接投資の堅調な

増加が見込まれるベトナムは、引き続き高い成長

を実現するだろう。

③	 オーストラリア

資源プロジェクトの稼動などから、輸出主導で

経済は底堅く拡大するだろう。成長率は2％台前

半となる見通しだ。

④	 シンガポール

労 働 力 需 給 の 逼 迫 が 深 刻 で あ り 、 引 き 続 き 輸

出は低迷する見通しである。雇用・所得環境は良

好であり、個人消費は底堅く推移するであろうが、

成長率は2014年と同程度にとどまりそうだ。

6:  特 集 2015年のインド、A SE AN5、オーストラリア、シンガポール 経済の展 望
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6:  特 集 2015年のインド、A SE AN5、オーストラリア、シンガポール 経済の展 望

執筆者氏名

稲垣　博史（いながき　ひろし）

経   歴

1969年　東京都生まれ

1991年　早稲田大学政治経済学部卒業、富士総合研究所入社

2003年　統合により、みずほ総合研究所アジア調査部所属

2004～2009年　香港駐在

2014年～　みずほ銀行シニアエコノミスト（在シンガポール）
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2014年度　上海・香港視察団
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7 :  2014 年度 上海・香港 視 察団
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2014年度　海外ミッション　

上海・香港視察団団長所感

会頭　佐々木淳一

ITOCHU SINGAPORE PTE LTD

2 0 1 4 年 度 J C C I の 経 済 視 察 団 と し て 1 1 月 5 日

から8日の日程で上海・香港(深圳)に行って参り

ました。JCCI視察団として初めての中国視察で、

今回はタイトな日程の中で新常態(New Normal)

と 言 わ れ る 経 済 発 展 の 速 度 よ り 質 を 重 視 す る 時

代に入った中国がどの様に産業構造の高度化や

サービス産業へのシフトを行おうとしているのか。 

又行政の効率化とサービスの向上を図ろうとして

い る の か 。 A S E A N 各 国 と の ビ ジ ネ ス が 拡 大 し て

いる中国がどの様に変わろうとしているのかに焦

点 を 当 て 、 現 地 上 海 日 本 商 工 ク ラ ブ 、 深 圳 日 本

商工会、香港日本人商工会議所及びJETRO上

海、JETRO香港の皆様のご協力を得て日程を組

み現場の生の声を聴いて参りました。

最 初 に 中 国 最 大 の 商 業 都 市 上 海 に 来 て 驚 い

たのは、上海タワー(632M,128階)の建設が進ん

でおり来年開業予定との事。又、地下鉄も沿線拡

張が進み総距離600KM近くまで延び2020年には

780KMになる様です。ディズニーランドも来年開

園予定。社会インフラ建設と商業施設・観光施設

建設への資金の流れは止まる事なく進んでいる

様です。反面車の量も増えて交通渋滞が酷くなって

大気汚染が気になる日も多くなってます。今回は

上海自由貿易試験区を訪問しました。2013年9月

に設立され14年9月で12,600社(含む外資1,784

社)が進出済み、日系企業も80社。金融、ゲーム

機の組み立て販売、医療、Eコマース等。李克強

氏の肝入りでスタート、上海試験区で成功実績を

作りそれを他省市に展開し拡大する為の試験プ

ラットフォーム。現状は税金のメリットが無い、外資

に対するネガティブリストがある、金融業への規制

緩和が遅い等の問題があり利用範囲が限られて

おり本格的に活用している実例が少ない。但し中

国企業の海外進出に取っては審査が簡単で融資

が受け易く海外投資が進むと言うコメントがありま

した。人民元の国際化を睨み今後どの様に活用

されて行くのか要注意です。試験区の管理委員

会を訪問した際に出て来られたトップが上海国際

仲裁中心の方で試験区のPRを一方的にするので

は無く、政府行政の企業管理理念を変化させ行

政サービスの質の向上を目指しトラブルが起きた

場合は外資の立場を公正公平にジャッジするの

で安心して進出して欲しい。又法令遵守を徹底す

ると言われたのには正直驚きました。誘致には積

極的だが 進出した後の行政サービスの悪さに泣

か され て 来 た 経 験 が ある の で 正 に 隔 世 の 感 で し

た。今後中国の本気度を見ていく必要があります

ね。

次に中国で最初に設立された深圳経済開発区

のOA事務機製造メーカーを訪問しました。深圳

の人口は1,300万人で殆どが他の省から来た流

動人口。深圳日本商工会は470法人会員でサー

ビス産業の会員が最近増えている。労働コストの

高 騰 と サ ー ビ ス 産 業 へ の シ フ ト が 市 全 体 で 進 む

中、訪問した製造メーカーは日本から生産ライン

を移転させ、人材育成に注力し合理化と効率化を

推進して現にワーカーを減らして売り上げを伸ば

している。多品種少量生産に適応する為に能力

の高い幹部社員を育成し人事制度、福利厚生制

度を充実させ離職率を下げる努力をされていまし

た。深圳地区で部品の殆どを現地調達出来るほ

どサプライチェーンが集積している事とインフラが

充実している事及び能力の高い人材を確保出来

る事が他の国と比べると大きなアドバンテージが

あり深圳にステイしている。一方単純な労働集約

的な製造業はより人件費が安いベトナム等にシフ

トが進んでいる様で深圳でのChina plus One化

の実態を理解する事が出来ました。

最後に香港で香港日本人商工会議所の会頭

以 下 理 事 の 皆 様 と J E T R O 香 港 と の 交 流 会 に 参

加しました。香港とシンガポールの優れた点と課
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題問題点をJETRO香港の小野村所長とJETRO

シンガポールの長谷部所長からブリーフィングし

て頂き、Q&A、意見交換を2時間かけて行いまし

た。お互いに良きライバルでもあり熱い議論が交

わ さ れ そ の 後 の 懇 親 会 も 非 常 に 盛 り 上 が り ま し

た。香港は産業発展の歴史がシンガポールとは

異なり製造業は殆ど大陸にシフトして、金融セン

ターとしての機能と観光サービス産業、不動産建

設業に特化した産業構造。香港日本人商工会議

所は法人会員数659社、97年の787社がピークで

2011年の585社がボトムでその後増加傾向にあり

ます。中国のゲートウェイとして高度な物流機能

と充実した社会インフラを持つ香港は中国の経済

発展の恩恵を享受して来たが、今般の行政長官

選挙に関する決定後 民主化運動が激化しオキュ

パイ セントラルを実行し抗議運動を行っている。

徐 々 に 観 光 業 や 小 売 業 に 悪 影 響 が 出 始 め て お

り、長期化すると香港の経済に大きなダメージが

懸念される。現場近くを歩いて見たが平和的で暴

力行為は見られ無かったが、交通渋滞が酷くなっ

ており周辺の商店や住民はデモ反対を訴えてい

る。多くの香港人はビジネスライクに物を考えてお

り民主化運動に理解は示すも、オキュパイ セント

ラルのやり方には反発している。対話を通して事

態の収拾を早期に図れるか？本件は香港での一

国二制度の建て付けが上手く行くのか？の踏み

絵でも有り、又香港の持続的な発展を考えると解

決方法が非常に重要と思われる。

最後になりますが、今回の視察団の派遣準備

をして頂いたJCCI事務局の皆様と受け入れにご

協力頂いた方々に深く御礼申し上げます。

7 :  2014 年度 上海・香港 視 察団



68

JETRO上海オフィス：

所長　三根　伸太郎様よりブリーフィング

 

三井住友銀行（中国）有限公司：

社長　龍田俊之様、上海自貿試験区出張所

副所長　小林廣太様よりご説明

 

上海国際経済貿易仲裁委員会：

黄文様より中国（上海）自由貿易試験区について

のご説明

上 海 は 江 蘇 省 ・ 浙 江 省 に 隣 接 し 、 長 江 河 口 と

杭州湾に南北を挟まれ、東シナ海に突き出す長

江デルタの沖積平原上に位置する。江南の水郷

地帯に属し、域内を大小の河川が縦横に交錯し

ている。面積は6,341平方キロメートルであり、群

馬県や宮崎県とほぼ同じ広さである。中国の直轄

市（省と同格の一級行政区画）であり、戸籍人口

は1,432万、常住人口は2,415万（いずれも2013

年末時点）を超える、中国最大の都市である。中

国の商業･金融･工業･交通などの中心地のひと

つであり、2013年の地域総生産は2兆1602億元

（約36兆5519億円）に達した。

名称として、今も「申」と称することがあり、また

「滬」（魚を捕る道具の意）とも呼ばれる（車のナン

バーにはこれらの呼称が現在も使われている）。

【上海視察】
上海は1950年代から1960年代にかけては工

業都市として発展。1978年の改革開放政策によ

り 、 外 国 資 本 が 流 入 し て 目 覚 ま し い 発 展 を 遂 げ

た。現在も、1992年以降本格的に開発された浦

東新区が牽引役となって高度経済成長を続けて

いる。また上海市指導部から江沢民、朱鎔基、呉

邦国、曽慶紅、黄菊ら中国共産党の政治局常務

委員などの指導部を輩出している。

本ミッションはジェトロ上海を訪問し、上海の現

況などのブリーフィングを受けた。上海のGDPに

おける産業構造としては第二次産業、第三次産

業に比べて第一次産業の占める割合が極端に低

く、都市型の産業構造となっている。1999年には

第三次産業が第二次産業を上回り、それ以降ほ

ぼ拮抗する形で推移してきたが、2007年辺りから

差が大きく開き始めた。2013年の市内総生産は2

兆1602億元（約36兆5519億円）であり、北京市を

凌ぎ同国第1位である。東京都の都内総生産（約

84.8兆円）やニューヨーク市の市内総生産（約51

兆円）と比較すると劣るものの、シンガポールの国

内総生産を既に抜いており、世界有数の経済都

市へと成長している。2007年には成長率15.2％

を記録し、10年連続で二桁成長を維持したが、世

界金融危機の影響により2009年は8.2％と一桁

成長にとどまった。2010年には一旦二桁成長に

回復したものの、2009年以降、中国全体の成長

率を下回る傾向が続いている。

日 系 企 業 の 上 海 で の 投 資 は 8 0 年 代 半 ば か ら

活発化した。最初はホテルや商業ビル等の建設

を 中 心 と し て い た が 、 そ の 後 は 豊 富 な 低 賃 金 労

働力を利用した製造業が中心であった。ここ数年

の新規進出企業についてはサービス産業のウェ

イトが圧倒的に高い。日本企業による投資は、契

約件数では2003年の788件、契約金額では2012 

年の25.05億ドルが最大である。2012年は、契約

件数が536件（対前年同期比16.9％減）と減少し

たものの、契約金額は25.1億ドル（同22.2％増）

と大幅に増加した。2013年上海市の対日輸出額

は、249 .1億ドル（対前年比0.2％減）に増加し、

（ジェトロ上海事務所でのブリーフィング）
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米国に次ぐ2位であった。現在上海市の日系企業

数は8,000社を超え（2011年末時点）、上海日本

商工クラブの会員数も2400を超えている。邦人居

住者数は5万6,000人、長期滞在者を含めると10

万人を超え、世界でもロサンゼルスに次いで2位

を占めている。その一方で、上海日本商工クラブ

との懇談会では、反日運動と大気汚染の影響で

家族帯同者が減り、日本人学校の生徒が減って

いる事などが話された。

本 ミ ッ シ ョ ン は 、 2 0 1 3 年 9 月 に 設 置 さ れ た 「 中

国（上海）自由貿易試験区」を訪問した。同試験

区の設置は、中国経済が投資・輸出主導の成長

構造から脱却する上で最重要の課題の一つとな

る、サービス業の振興を図ることが目的とされる。

試験区の規制緩和により、 内外の多様な事業者

を呼び込み、競争を喚起することで、中国サービ

ス業の多様化と高付加価値化を図ることを狙いと

し、特にサービス業6分野18業種に対する投資規

制緩和措置が採られた。例えば銀行業では、中

国の民間資本と外資系金融機関による合弁銀行

の設立や、中国資本の金融機関によるオフショア

業務、ノンバンク金融企業の設立やクロスボーダー

投融資サービスの展開が奨励されるなど、国内外

からの注目を集めた。試験区設置当初に上海日

本商工クラブが行ったアンケート結果では、８割

近い日系企業が、高い関心や期待を示しており、

また、米国、欧州の企業もその多くがポジティブな

評価を下していた。

しかし、設置後一年を経た現在、当初の期待と

は裏腹に、運用面で実際のメリットを見出せない

という失望の声が上がっているようだ。例えば、日

系企業の関心の高い貿易分野において、通関手

続きの簡素化などの進展はあるものの、それ以外

に進出するメリットを感じられない、といった声が

上がっている。当初国家政策で推進された同試

験区も、今では上海市の責任が大きくなるととも

に、上海市運営側のプレッシャーがますます強ま

り、施策も慎重なものとなってしまっている。試験

区内で視察を受け入れて頂いた三井住友銀行・

上海自貿試験区出張所では、「試験区の管理委

員会自体も、進出企業数を増やすための具体的

な策を講じることが出来ていないのではないか」と

の意見が聞かれた。視察団が面談した上海経済

貿 易 仲 裁 委 員 会 の 黄 氏 か ら も 、 「 中 国 は 改 革 開

放の歴史は浅く経験も少ないため、慎重にならざ

るを得ない」「試験区だからこそ投資が許される分

野において、外資の進出は少しずつ進んでおり、

進展がないわけではない」と、理解を求める発言

があった。今後進出に向けて様子を見たいという

企業も多く、試験区の改革の行方は、日系企業の

動きと共に注視すべきである。

（（中国（上海）自由貿易試験区　三井住友銀行 

     上海自貿試験区出張所にて）

7 :  2014 年度 上海・香港 視 察団
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Canon Finetech N ISCA（Shenzhen）Inc：

小黒貴信様よりご説明、見学案内

 

香港日本人商工会議所：

　・JETRO香港所長　小野村拓志様よりブリーフィング

　・JETROシンガポール所長　長谷部　雅也様より

   ブリーフィング

　・香港日本人商工会議所メンバーと交流会

「香港」は、以前、香木や芳香剤などの交換が

行われていた、現在の香港島、香港仔周辺の地

域に由来している。香港島や260の島、半島は南

シ ナ 海 に 位 置 し て お り 、 珠 江 デ ル タ の 河 口 に あ

り、主に3つの地域（香港島、九龍、新界）から構

成される。面積は1,104平方キロメートルで東京

都の約半分。人口は約722万人で、在留邦人数

は23,000人以上に上り、アジアにおいて上海、バ

ンコク、シンガポールに次いで4位となっている。

ま た 、 香 港 日 本 人 商 工 会 議 所 と の 交 流 会 で は 、

香港に家族を住ませ、Weekdayは深センへ単身

赴任をしている日本人が増えているとの話も聞かれた。

言 語 と し て は 広 東 語 が 一 般 的 な が ら 普 通 話

も 普 及 し 、 英 国 領 で あ っ た 歴 史 か ら 英 語 も 利 用

さ れ る 。 英 国 時 代 の 英 国 文 化 及 び 中 国 文 化 の

混 合 は 、 現 在 の 香 港 の 文 化 を 形 成 す る こ と と な

った。1997年7月1日に、香港特別行政区として

英国から中国へ返還され、香港基本法に基づき

2047年までの50年間は「一国二制度」が維持さ

れることとなった。

香港は世界でも重要な貿易･物流センター、国

際 金 融 セ ン タ ー 、 そ し て 中 国 ビ ジ ネ ス ･ ア ジ ア ビ

ジネスにおける重要拠点と位置づけられており、

通貨の香港ドルは世界有数の取引高を誇ってい

る。香港日本人商工会議所との交流会では、ジェ

ト ロ 香 港 の 小 野 村 所 長 か ら 、 香 港 の 概 況 に 関 し

詳しい説明を受けた。実質ＧＤＰは2607億米ドル

（2013年）に達しているものの、欧米の経済不振

の影響を受け、現在は成長率が若干減速（2014

年第一四半期2.6％→同年第二四半期1.8％）している。

香港の産業構造を見ると、不動産･建設、観光

関連、金融、行政サービスに特化しており、これ

らで75％を占めている。不動産に関しては、欧州

債務危機後の中国本土マネーの影響を受け、不

動産価格が急上昇しており、土地バブルの様相

を呈している。今回の視察で訪問した香港日本人

商工会議所があるコーズウェーベイは、ニューヨー

クの5番街を抜き、繁華街の店舗賃料比較で世界

トップの年間2,630米ドル（前年比34.9％増）に達

したとのことである。なお、アジア太平洋地域では

香港の繁華街が同ランキングの上位3位までを独

占している。

日本との関係では、香港から日本への旅行客

数において、2011年以降年々増加しており、また

日本から香港への旅行客数も伸びている。貿易

面では、日本への輸出は全体で3位、日本からの

輸入については第2位となっているが、なかでも

日本から香港への農林水産物の輸出実績は伸び

ており、2007年以降7年連続で最大の輸出先となっ

ている。この中には、乾燥ナマコや真珠など、高

級水産物が多く含まれるとのことであった。

香港とシンガポールの比較をテーマに、ジェト

ロ･シンガポールの長谷部所長からも、シンガポー

ルの現況について香港側へレクチャーがなされ

た。意見交換の際には、「同じように地域拠点、金

融拠点などの役割を持つシンガポールと香港だ

が、政府主導で現在の地位を獲得したシンガポー

ルと、割譲以来の歴史から現在の姿となった香港

では、その成立過程にも違いがある」などの意見が出た。

 【香港・深セン視察】

（香港日本人商工会議所との交流会）
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「一国二制度」の下、高度な自治が認められて

いる香港では、次回2017年香港特別行政区行政

庁間選挙から１人１票の「普通選挙」が導入され

る予定であったが、中国の全国人民代表大会（全

人代、国会）常務委員会が2014年8月31日、行

政長官候補は指名委員会の過半数の支持が必

要であり、候補は2～3人に限定すると決定したの

に対し、香港の民主化団体が9月27日以降抗議

デモ活動を開始した。このデモ活動は雨傘革命、

オキュパイ･セントラルなどと呼ばれている。ミッショ

ン団が滞在したホテルは占拠エリアに近く、その

様子をじかに見ることが出来たが、非常に落ち着

いた雰囲気であり、危険な印象は受けなかった。

「真の普通選挙を求める」という張り紙が多数貼り

付けられ、雨の降る深夜でもテント内に学生の姿

を認めることが出来た。

ミッション団は香港から深センにも渡り、キヤノ

ンファインテック社に視察お受け入れを頂いた。

工場の見学を行った他、当地における取り組みや

現況などを解説される中で、深セン全体として離

職率が高い中、人材の確保を図る取り組みが功

を奏していること、アセアンの各拠点と比べても中

国の人材レベル・技術レベルは高く、現地調達率

の高さからも中国拠点のメリットは依然として大き

いものと評価していることなどが説明された。さら

に、深センの生活レベルも徐々に高まり、人事制

度や福利厚生などを重視して求職する人材が増

えていることがわかった。実際、工場内の数々の

施設や売店などが揃い、また、多くの従業員が敷

地内の寮で生活するなど、従業員に深い配慮が

なされた労働環境が整えられていた。 

短期間ながら、自由貿易特区で注目を集める

上海、デモに揺れながらも依然として重要な経済

拠点である香港、そして日系製造拠点の集積す

る深センを視察することができ、中国経済の現状

の一端を垣間見ることが出来た。中国の世界経済

に及ぼす影響力はますます大きくなっており、ア

セアン統括拠点が集まるシンガポールでも、中国

の動向へ今後も注目し続けたい。

（佐々木会頭と下山・香港日本人商工会議所会頭）

（デモ占拠エリアの張り紙）

（キヤノンファインテック社）

7 :  2014 年度 上海・香港 視 察団
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11-12月 JCCIイベント写真

JCCI 11-12月イベント写真
11月15日　第3工業部会「懇親ゴルフ」

12月3日　金融保険部会講 演会 最近のシンガポール 経済と
シンガポール 経済を取り巻く環境

11月25日　運 輸通信部会主催　シンガポールにおける航空関連産業
～アジアのワンストップサービス拠点に向けて～
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12月15日  観 光・流 通・サービス部会　
「自社PRプレゼン大会及び 忘年会(昼食 懇談会）

12月15日　金融保険部会　忘年会

1.Tree Islands Singapore Pte Ltd 2.Leggenda Pte Ltd

3.COACH A (Singapore) Pte Ltd 4.TEXSEAR Pte Ltd

5.Crossborder Research Ptd Ltd 6.Cuny’s Global Pte Ltd

8 :  11-12月　JCCIイベント写真



74

　2014年11月30日、Tanah Merah Country ClubのTampines Course「JCCI 第26回会員懇親ゴルフ大会

（2014年）」を開催いたしました。本大会は今回で26年の歴史を有する伝統ある大会であり、2014年もサンヤー

ド・ペトロクラフトの宮田慶幸様に競技委員としてご協力いただきました。

　2013年よりトーナメント方式に一日で対戦する対抗戦方式に変更され、今回は47名（2名1組、計23チームと1名）

の参加者にお集まりいただき、競技はステーブルフォード方式によるチームの合計得点で争われました。

　前週からほぼ毎日雨が降っていた為、天候も危ぶまれましたが、幸い当日はお天気にも恵まれ、格好のゴルフ日

和となりました。

　栄えある優勝者は小西様・磯部 様のキヤノンチームとなり、2位にはPE TRO -DI A MON D　SI NGA POR E 

(PTE) LTD 櫻井様＆玉井様、また3位にはKOSHO SINGAPORE PTE . LTD. 萩野様＆VLK TRADERS (S ) 

PTE . LTD. 近藤様が入賞されました。

　ラウンド後の表彰・懇親会の場にて、佐々木淳一会頭より優勝トロフィーが授与されました。懇親会は参加者皆

様の笑顔こぼれる大盛況の場となり、部会の垣根を越え、会員相互の親睦を深める良い機会となりました。

　2015年もぜひ会員の皆様のご参加をお待ち申し上げております。

シンガポール日本商工会議所
第26回会員懇親ゴルフ大会（2014年）

優勝　小西理事、磯部様と佐々木会頭

準優勝　櫻井様、玉井様と佐々木会頭 3位　近藤様、萩野様と佐々木会頭

8 :  11-12月　JCCIイベント写真
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JCCI SINGAPORE FOUNDATION LIMITED 
10 Shenton Way, #12-04/05 MAS Building, Singapore 079117 

(Co. Reg. No.: 199002444H)

 

各 位 

 

シンガポール日本商工会議所基金  

   基金募金委員長 川口 敬一郎 

シンガポールシンガポールシンガポールシンガポール日本商工会議所基金日本商工会議所基金日本商工会議所基金日本商工会議所基金「「「「2012201220122012年度募金年度募金年度募金年度募金」」」」へのごへのごへのごへのご協力協力協力協力御礼御礼御礼御礼    

拝啓 2013年の新しい年が明け、会員の皆様におかれましては益々ご清栄のことと

お慶び申し上げます。平素は当会議所の事業活動に多大なご理解とご協力を賜り、厚

く御礼を申し上げます。 

さて、この度は、昨年8月から11月にかけて実施致しました標記基金への募金活動

におきまして、厳しい経済情勢並びに経費多端の折りにもかかわりませず、格別のご

協力を賜りまして、厚く御礼申し上げます。お陰様をもちまして、今年度は計278会

員から39万2799Ｓ＄の貴重な浄財を頂戴致しました。目標の45万Ｓドルには及びま

せんでしたが、現下の経済状況のなか、大いなる成果と存じております。これもひと

えに、会員企業各位におけるシンガポール社会へ貢献しようとする思いの賜物と感謝

申し上げております。 

頂戴致しました募金につきましては、基金の各委員会において慎重に検討のうえ、

相応しいと判断した11の団体への寄付(含む奨学金)を決定し、去る12月11日(火)、日

本人会館において、それぞれの団体へ贈呈致しました。 

末筆ながら、皆様の温かいご協力に対し心よりお礼申し上げますとともに、今後と

も本基金活動への変わらぬご理解、ご支持を賜りますよう併せてお願い申し上げます。 

 

敬具

第25回 JCCI基金・募金贈呈式
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9 :  第25回 JCCI基金・募金贈呈式
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9 :  第25回 JCCI基金・募金贈呈式
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9 :  第25回 JCCI基金・募金贈呈式



82



83

9 :  第25回 JCCI基金・募金贈呈式
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9 :  第25回 JCCI基金・募金贈呈式
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9 :  第25回 JCCI基金・募金贈呈式
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9 :  第25回 JCCI基金・募金贈呈式
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JCCI 2014年　会員懇親パーティー

【2014年会員懇親パーティー】　
    本年も12月9日（火）に、竹内大使を主賓としてお迎えし、会員懇親パーティーを開催致しました。

    沢山の会員企業の皆様の笑顔に支えられ、大盛況の内に懇親会を終了することが出来ました！
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10 :  2014 年 会員 懇親 パーティー
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10 :  2014 年 会員 懇親 パーティー
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10 :  2014 年 会員 懇親 パーティー
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≪日本シンガポール協会のイベントをご紹介します≫
　

日本シンガポール協会便り24

一般社団法人　日本シンガポール協会
   〒108-0014 東京都港区芝4-7-6 芝ビルディング308
　電話：03-6435-3600  FAX：03-6435-3602 
　E-mail：singaaso@singaaso.or.jp
　ホームページ：http://www.singaaso.or.jp/

	
  	
  

	
  	
  

	
   	
  

◆はい、こちらは「日本シンガポール協会」です！
「日本シンガポール協会」は1971年の設立以来、「シンガポ
ール日本商工会議所（JCCI）」とも密接に連携し、日本とシ
ンガポールとの経済協力、文化交流を深めるための活動をボ
ランティア・ベースで行っています。シンガポールとの関係、
交流を深めるため、ご帰国されましたら、あるいは今から協
会の活動にご参加されませんか。ご入会を心からお待ちして
います。連絡先は右記のとおりです。（2013年1月に、事務所
は港区赤坂より港区芝に引っ越しました）

１．協会のロゴマークを募集中です　　

　

　協会ではロゴマークを募集中です。詳細はホームページをご覧ください。

２．「第22回　懇親ゴルフ大会」を開催しました

　春・秋の年2回開催の懇親ゴルフ大会を、10月1日（水）に千葉県の総武カントリークラブ・印旛コースにて開催し

ました。参加者は45名で、チン・シアットユーン大使、ウィリアム・タン首席公使、コリン・コー公使にもご参加いただ

きました。残暑がおさまった薄曇りのなか、全員完走しました。シンガポール大使館からタイガービールやシンガポー

ルグッズの賞品をご提供いただき、シンガポール航空からは日本～シンガポール間の往復航空券、協賛の企業や協

会役員からも多数賞品をご提供いただきパーティも盛り上がりました。次回は2015年3月4日（水）神奈川県の本厚

木カンツリークラブにて開催予定です。ふるってご参加ください。

３．「アジア大洋州大使会議レセプション」に出席しました　　　　　　　

　

　「アジア大洋州大使会議」の開催に併せ、10月8日（木）、外務省飯倉別館にて岸田外務大臣主催のレセプション

が開催され、宇野副会長が出席いたしました。同会議に出席されました竹内春久駐シンガポール大使から、最新の

シンガポール事情や協会季刊誌への感想などを伺う機会となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．中部シンガポール協会との交流会が開催されました

　11月11日（月）、小泉グループ（株）の全面的なご協力の元、東天紅・名古屋店にて『中部シンガポール協会』と

の交流会が開催されました。中部シンガポール協会からは、会長の田中武彦氏、名誉 会長（前会長）の宮崎雅史

氏、当協会からは、鈴木会長、石原参与、小泉グループ（株）より諸岡氏が出席しました。本年（2014年）は中部シ

ンガポール協会設立25周年を記念しての開催行事やら、アセアン諸国との交流についての所感、また協会運営の苦

労話などで盛り上がりました。
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 ≪ 11月- 12月度　活動報告 ≫

第1工業部会懇親ゴルフ並びに忘年会

  11月24日、Singapore Island Country Clubにて第1工業部会では懇親ゴルフを行いました。前半はお天気に恵まれました
が、後半は雨に見舞われましたので、前半ハーフで諦めることとなりました。懇親ゴルフ後の忘年会では、ゴルフをされない
部会員にもご参加いただきました。皆様、積極的に交流を深めておられまして、楽しく過ごしていただけたことと思います。

運輸通信部会主催講演会　　共催　観光・流通サービス部会、第３工業部会、貿易部会

  スピーカーとして、DBJ Singaporeの北所克史様をお招きし、【シンガポールにおける航空関連産業～アジアのワンストップ
サービス拠点に向けて～】という題で、11月25日Maxwell Chamberにて講演会を開催致しました。講演会後は、活発な質疑
応答が行われ、参加者皆様の関心の高さが伺えました。またその後、4部会共催ということで皆様の懇親の場も設け、参加
者皆様の交流の場となりました。

Bencoolen地下鉄駅新築工事」現場見学会

　去る12月5日、建設部会による佐藤工業株式会社が施行中の、ダウンタウン線三期ベンクーレン駅工事の現場見学会を行
い、29名がご参加下さいました。本工事は、市街中心業務地区のベンクーレンストリートに位置し、地下6階で構成されており
ます。完成後にはシンガポールで一番深い駅となります。佐藤工業様には、こちらの質問にも大変ご親切にご対応いただきま
した。参加者の皆様に非常に有意義なひとときとなりました。

金融保険部会講演会　

　12月3日、日本銀行よりMonetary Authority of Singapore（MAS）にご出向中の藤本啓様をお迎えし、【最近のシンガポー
ル経済とシンガポール経済を取り巻く環境】という題で講演を行っていただきました。定員50名で当日は46名の金融保険部
会会員の皆様にご参加頂き、出席率も非常に高い講演会となりました。

観光・流通・サービス部会　自社PRプレゼン大会及び忘年会

　12月15日、観光・流通・サービス部会では、毎年恒例となった忘年会(昼食懇談会）を開催しました。加えて今年は自社PRプ
レゼン大会も行い、立候補いただいた企業様の中から先着6社に各10分、自社についてご紹介いただきました。その後の忘年
会も大盛況となり、新旧会員様同士が積極的に交流を図る、良い機会となりました。

≪ 2015年1月-2月　行事予定 ≫     ※予定は事情により変更・追加されることがございます。

開 催 日 開催区分 イベント名 時間・場所

1月7日（水） 懇談・その他 賀詞交歓会　日本人会共催
11:00-12:30

日本人会

1月13日（火） 理事会
1月度運営担当理事会

第535回理事会

11:30-12:14

12:15-14:01

日本人会

1月13日（火） 委員会 1月広報委員会
19:00-21:00

春夏秋冬

1月27日（火） 部会
2015年8部会合同新年会

18:30-20:30

Regent Singapore

2月10日（火） 理事会
2月度運営担当理事会

第536回理事会

11:30-12:14

12:15-14:01

日本人会
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1st  New Year’s Day 19th-20th  Chinese New  
  Year

3rd  Good Friday

17th  Hari Raya Puasa 9th  National Day
10th  Substitute Holiday 

24th  Hari Raya Haji

10th  Deepavali 25th  Christmas Day

1st  Labour Day 1st  Vesak Day

1月01日 元日

1月12日 成人の日

2月11日  建国記念の日

3月21日  春分の日

4月29日  昭和の日

5月03日  憲法記念日

5月04日  みどりの日

5月05日  こどもの日

5月06日  振替休日

7月20日 海の日

9月21日 敬老の日

9月22日 国民の休日

  9月23日  秋分の日

10月12日 体育の日

11月03日 文化の日

11月23日 勤労感謝の日

12月23日 天皇誕生日



 編集

河原畑  敏幸　  	 JAPAN AIRLINES CO., LTD
中島　茂	 NTA TRAVEL (Singapore) Pte Ltd

 発行

JAPANESE CHAMBER OF COMMERCE & INDUSTRY, S INGAPORE
10 Shenton Way #12-04/05 MAS Bui ld ing Singapore 079117
Tel :  6221-0541 Fax : 6225-6197		
E-mai l :  info@jcci .org .sg
Web: ht tp://www.jcci .org .sg				  

 印 刷

TOH-SHI PRINTING SINGAPORE PTE LTD
4 Ayer Rajah Crescent , S ingapore 139960		
Te l :  6775-2555 Fax : 6775-1661

Jan, 2015
編集後記

シンガポール建国50周年。
その間のシンガポール総人口の推移を見てみると、1965年188万人、1985年

273万人、2005年426万人そして2014年10月現在約547万人。直近の10年間
で約120万人増えています。

その中のシンガポール国民人口（SGパスポート保持者）は、2012年の統計で
約328万人で総人口に占める比率が約60%。シンガポールは、アジア地域の中で
も出生率が低いことから、総人口に占める国民比率は10年前と比較すると急激に
低下していると言っていいでしょう。

グローバル化が当たり前のシンガポールにおいて、移民や労働者の受入をコン
トロールしていく施策は、経済状況や国民の声を聞きながら慎重にならざるを得
ないというのもうなづけます。

何事につけても、分母数の小ささが即効性のある施策の推進力といったところ
でしょうか？

2013年、日本の高校修学旅行の訪問国として、人数ベースでシンガポールが１
位になったそうです。日本の全高校生の人口が約330万人で、少子化とはいえシン
ガポール国民の人口に匹敵します。その中で、学校教育の一環である修学旅行で
海外を訪れる高校生の人数が*約13万４千人（うちシンガポール訪問人数は*約2万
１千人）。

現段階では、海外修学旅行に参加する学生数は日本の高校生のわずか４％で
すが、海外を修学旅行先に選ぶ学校数は増加傾向にあるようです。

日本国内の中・高校生に照準をあてて、修学旅行や語学研修で海外渡航の機
会を増やす取組が進んでいることは、グローバル化へ向けての明るい兆しと言え
るかもしれません。

シンガポール建国50周年を迎えて、各業界からの抱負をご執筆いただき、新
春座談会では、シンガポールへの進出の振返りと将来展望、東南アジアへの経済
シフト、2105年はどんな年になるか等大いに語っていただきました。

文末になりますが、お忙しい中、ご執筆をいただきました皆様、座談会に参加
いただきました皆様にこの場を借りまして厚く御礼申し上げます。

なお、編集は日本航空の河原畑、日本旅行シンガポールの中島およびJCCI事
務局が担当いたしました。

                                                     *全国修学旅行研究協会資料より

                             （編集後記執筆　：　日本旅行シンガポール　中島）
　
                                                   








